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（初等中等教育局)

前　年　度
予　算　額

令和４年度
要求・要望額

比　較　増
△　減　額

千円 千円 千円

1. 1,534,759,835 1,543,555,153 8,795,318
1. 義務教育費国庫負担金 1,514,735,000 ( 1,516,381,000 )

2. 学校における働き方改革の推進のための 28,820,153 ( 18,378,835 )
支援スタッフの充実

(1)補習等のための指導員等派遣事業 16,213,206 ( 9,022,557 )

　①教員業務支援員の配置 10,303,200 ( 3,881,384 )

　②学力向上を目的とした学校教育活動支援 4,633,206 ( 3,931,573 )

　③中学校における部活動指導員の配置 1,276,800 ( 1,209,600 )

(2)スクールカウンセラー等活用事業【後掲】 6,144,746 ( 5,278,160 )

(3)スクールソーシャルワーカー活用事業【後掲】 3,639,721 ( 1,937,722 )

(4)看護師、外部専門家の配置【後掲】 2,794,384 ( 2,108,538 )

(5)学校における働き方改革推進事業 28,096 ( 31,858 )

(参考）復興特別会計

1,508,000 1,349,000 △ 159,000 義務教育費国庫負担金

2. 4,124,229 13,167,788 9,043,559
1. GIGAスクール運営支援センター整備事業 6,366,205 ( 0 )

2. GIGAスクールにおける学びの充実 465,595 ( 424,097 )

3. 学校ネットワークの今後の在り方に関する実証 485,772 ( 277,876 )
研究

4. 学習者用デジタル教科書普及促進事業 5,652,452 ( 2,213,703 )

5. 次世代の学校・教育現場を見据えた先端技術・ 197,764 ( 159,007 )
教育データの利活用推進

前年度限りの経費 0 ( 1,049,546 )

3. 4,835,826 20,949,214 16,113,388
1. 「幼保小の架け橋プログラム」の開発・推進 547,743 ( 214,610 )

2. 幼児教育の質の向上を支える自治体への支援 420,253 ( 207,397 )

3. 意欲ある施設の幼児教育の質を支える 19,981,218 ( 4,413,819 )

(1)教育支援体制整備事業費交付金（事項要求） 2,900,000 ( 1,400,000 )

(2)認定こども園施設整備交付金（事項要求） 15,746,666 ( 2,523,819 )

(3)私立幼稚園の施設整備の充実（事項要求） 1,334,552 ( 490,000 )

4. 607,049 803,991 196,942
1. 学校保健の推進と感染症対策の充実 717,601 ( 524,432 )

（事項要求）

2. 学校給食・食育総合推進事業 86,390 ( 82,617 )

5. 7,558,267 10,503,534 2,945,267
1. いじめ対策・不登校支援等総合推進事業 10,418,862 ( 7,483,269 )

(1)専門家を活用した教育相談体制の整備・ 10,022,506 ( 7,404,608 )
   関係機関との連携強化等

(2)いじめ対策・不登校支援等推進事業 364,982 ( 49,982 )

(3)有識者会議等開催経費等 31,374 ( 28,679 )

2. 夜間中学の設置促進・充実等 75,049 ( 74,998 )

3. 児童生徒性暴力等防止推進事業 9,623 ( 0 )

(参考）復興特別会計

1,749,487 1,671,372 △ 78,115 緊急スクールカウンセラー等活用事業

学校保健の推進
と感染症対策の
充実等

個別最適な学び
と協働的な学び
の実現に向けた
教師等の指導体
制の充実

GIGAスクール構
想の着実な推進
と学びの充実

令和４年度概算要求事項別表

事　　　　　　　項
備　　　　考

（　）内　前年度予算額

幼児教育スター
トプランの実現

いじめ、不登校、
虐待、自殺対策
等の推進
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前　年　度
予　算　額

令和４年度
要求・要望額

比　較　増
△　減　額

千円 千円 千円

事　　　　　　　項
備　　　　考

（　）内　前年度予算額

6. 927,761 1,842,102 914,341
1. 新時代に対応した高等学校改革推進事業 796,867 ( 0 )

2. マイスター・ハイスクール（次世代地域産業人材 543,927 ( 207,174 )
育成刷新事業）

3. WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシ 299,704 ( 251,052 )
アム構築支援事業

4. ＣＯＲＥハイスクール・ネットワーク 88,583 ( 207,567 )

5. 地域との協働による高等学校教育改革推進 54,617 ( 218,742 )
事業

6. 高等学校における教育の質確保・多様性への 58,404 ( 43,226 )
対応に関する調査研究

7. 教育課程の充実 3,108,972 3,217,344 108,372
1. 個別最適な学び等の学力向上のための取組の 511,615 ( 476,194 )

推進

2. 理数教育の充実のための総合的な支援等 2,019,250 ( 1,916,951 )

3. 小・中・高等学校を通じた英語教育強化 365,007 ( 401,324 )

4. 次代を見据えた教育課程・指導方法等に関する 69,195 ( 70,487 )
先導的研究開発

5. 学習指導要領等の趣旨徹底等及び現代的課題 108,420 ( 116,514 )
に対応した教育の充実等

6. 特別支援学校学習指導要領等の趣旨徹底等 114,867 ( 102,842 )
及び学習・指導方法の改善・充実

7. 幼児教育の理解・発展推進事業【再掲】 28,990 ( 24,660 )

8. 道徳教育の充実 4,232,384 4,154,407 △ 77,977
1. 道徳教育の抜本的改善・充実等 4,154,407 ( 4,232,384 )

9. 108,953 129,991 21,038
1. 健全育成のための体験活動推進事業 120,404 ( 99,365 )

[総合教育政策局に計上]

2. 小・中・高等学校等における起業体験推進事業 9,587 ( 9,588 )
【後掲】

10. 459,890 619,163 159,273
1. 将来の在り方・生き方を主体的に考えられる 20,619 ( 20,620 )

若者を育むキャリア教育推進事業
（総合教育政策局予算を含む）

2. マイスター・ハイスクール（次世代地域産業人材 543,927 ( 207,174 )
育成刷新事業）【再掲】

3. 地域との協働による高等学校教育改革推進 54,617 ( 218,742 )
事業【再掲】

前年度限りの経費 0 ( 13,354 )

11. 3,549,244 4,886,559 1,337,315
1. 医療的ケアが必要な児童生徒等への支援 2,795,496 ( 2,109,650 )

2. ICTを活用した障害のある児童生徒等への支援 1,596,046 ( 964,464 )

3. 特別支援教育の支援体制等の充実 495,017 ( 475,130 )

12. 2,624,046 4,325,400 1,701,354
1. スクールソーシャルワーカー活用事業【再掲】 3,639,721 ( 1,937,722 )

2. 高校生等の就職・就学支援等 58,404 ( 43,226 )

3. 要保護児童生徒援助費補助 627,275 ( 643,098 )

(参考）復興特別会計

1,488,792 938,583 △ 550,209 被災児童生徒就学支援等事業

学校をプラット
フォームとした総
合的な子供の貧
困対策の推進等

新時代に対応し
た高等学校改革
の推進

子供の体験活動
の推進

キャリア教育・職
業教育の充実

切れ目ない支援
体制構築に向け
た特別支援教育
の充実
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前　年　度
予　算　額

令和４年度
要求・要望額

比　較　増
△　減　額

千円 千円 千円

事　　　　　　　項
備　　　　考

（　）内　前年度予算額

13. 435,835,747 431,163,162 △ 4,672,585
1. 高等学校等就学支援金交付金等 411,945,710 ( 416,907,242 )

(1)高等学校等就学支援金交付金 409,175,621 ( 414,115,585 )

(2)高等学校等就学支援金事務費交付金 2,761,825 ( 2,781,991 )

(3)公立高等学校授業料不徴収交付金 8,264 ( 9,666 )

2. 高校生等奨学給付金（奨学のための給付金） 16,069,249 ( 15,889,903 )

3. 高等学校等修学支援事業費補助金（高校生等 850,738 ( 695,023 )
奨学給付金を除く）

4. へき地児童生徒援助費等補助金 2,297,465 ( 2,343,579 )

14. 46,333,000 46,255,000 △ 78,000
1. 義務教育教科書購入費 46,255,000 ( 46,333,000 )

義務教育教科書
の無償給与

高校生等への修
学支援
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１．個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けた教師等
の指導体制の充実 

 
(前年度予算額       1,534,760 百万円） 
令和 4 年度要求・要望額  1,543,555 百万円 
〔参 考 ： 復 興 特 別 会 計   1,349 百万円〕 

 
１．要  旨  

小学校高学年における教科担任制の推進や、小学校の 35 人学級の計画的な
整備等を図り、義務教育９年間を見通した指導体制による新しい時代にふさわ
しい質の高い教育の実現をするとともに、学校における働き方改革、複雑化・
困難化する教育課題へ対応するめの教職員定数の改善を図る。 
また、教師の負担軽減のための教員業務支援員（スクール・サポート・スタ

ッフ）や部活動指導員、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー
等の支援スタッフを拡充する。 

 
２．内  容  
 
（１）義務教育費国庫負担金  1,514,735 百万円(1,516,381 百万円) 

 
義務教育費国庫負担制度は､公立の義務教育諸学校の教職員の給与費につい

て都道府県及び指定都市が負担した経費の３分の１を国が負担するものであ
る。 

  ✓教職員定数の改善           ＋ 54 億円（＋2,475 人） 
  ✓制度改正に伴う既定の改善    ＋ 77 億円（＋3,660 人） 
  ✓教職員定数の自然減等      ▲147 億円（▲6,912 人） 
  ✓教職員の若返り等による給与減  ▲  1 億円 
  ✓教員給与の見直し        ＋  1 億円 

 

                            
 ≪教職員定数の改善≫   ＋2,475 人 
１．小学校高学年における教科担任制の推進 ＋2,000 人 

各教科の系統性を踏まえながら、学習が高度化する小学校高学年において、専
門性の高い教科指導を行うとともに、教員の持ちコマ数軽減など学校の働き方改
革を進めるため、地域や学校等の実情に応じた取組が可能となるよう専科指導教
員の計画的な配置充実を図り、小学校高学年における教科担任制を推進する。 

  また、対象とすべき教科の定着状況や教師の確保の観点から、円滑に取組を推
進できるよう 4 年程度をかけて段階的に進めることとし、令和 4 年度は、2,000
人の定数改善を図る。（改善見込総数は 8,800 人程度） 
＜優先的に専科指導の対象とすべき教科：外国語、理科、算数、体育＞ 

  
 ２．学校における働き方改革や複雑化・困難化する教育課題への対応＋475 人 
  学校における働き方改革や複雑化・困難化する教育課題に対応するため、中

学校における生徒指導や支援体制の強化や、学校の運営体制や「チーム学校」
の実現に向けた学校の指導体制の基盤整備を図るとともに、貧困等に起因する
学力課題の解消、小規模校や義務教育学校を含む小中一貫教育への支援の強化
を図るための加配定数の充実を図る。 
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≪制度改正に伴う既定の改善≫ ＋3,660 人 
１．小学校における 35 人学級の推進 ＋3,290 人 

令和 7 年度までに小学校の 35 人学級を計画的に整備することし、令和４年度
については、第３学年の学級編制の標準を 35 人に引き下げる。 
※少人数学級等の実施のために措置している加配定数の一部振替を含む。 

 

 

 

 

 

 
２．教育課題への対応のための基礎定数化関連 ＋370 人 
（平成 29 年 3 月義務標準法改正による基礎定数化に伴う定数の増減） 

 発達障害などの障害のある児童生徒への通級指導の充実＋586 人 
 外国人児童生徒に対する日本語指導教育の充実    ＋101 人 
 初任者研修体制の充実                           ▲ 52 人 

  ※基礎定数化に伴う定数減等                          ▲265 人 
 
≪教員給与の見直し≫  
・管理職手当の改善（校長、副校長・教頭の支給率改善） 

 
（参考：復興特別会計） 
   被災した児童生徒に対する心のケアや学習支援のため、教職員定数（603 人）

を別途要求。  
                        1,349 百万円(1,508 百万円) 
 
 
（２）学校における働き方改革の推進のための支援スタッフの充実 
 

 ◆補習等のための指導員等派遣事業〔補助率１／３〕 

             16,213 百万円（9,023 百万円） 

   
  多様な支援スタッフが学校の教育活動に参画する取組を支援 
   

①教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）の配置 
     10,303 百万円（3,881 百万円） 

 
      学習プリントや家庭への配布文書等の各種資料の印刷・配布準備、採

点業務の補助や来客・電話対応、消毒作業等、教師を強力にサポート。
教師がより児童生徒への指導や教材研究等に注力できる体制を整備す
るため、教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）の配置を支
援。（9,600 人→24,300 人） 

     ※ 学校教育法施行規則第 65 条の７に該当する教員業務支援員 

・想定人材：地域の人材（卒業生の保護者など） 
・実施主体：都道府県・指定都市 
・負担割合：国１／３，都道府県・指定都市２／３ 

       ※ 教師の負担軽減を図るための事業として実施。各自治体において明確な成果目標を設

定し、効果の検証を含めて実施するものに対し、補助を行う。 

（参考）35 人学級の効果検証に必要な実証研究の経費について別途要求。 

・経済財政運営と改革の基本方針 2021 （抜粋） 

小学校における 35 人学級等の教育効果を実証的に分析・検証する等の取組を行った上で、中

学校を含め、学校の望ましい教育環境や指導体制の在り方を検討する…（略）。 
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②学力向上を目的とした学校教育活動支援  4,633 百万円（3,932 百万円） 

  
 児童生徒一人一人にあったきめ細かな対応を実現するため、教師に加
えて学校教育活動を支援する人材の配置を支援。 

（11,000 人→14,100 人） 
・想定人材：当該分野に知見のある人材（退職教職員や教師志望の大学生など） 
・実施主体：都道府県・指定都市 
・負担割合：国１／３，都道府県・指定都市２／３ 

  《具体例》  
   ・補習や発展的な学習への対応 
   ・外国人児童生徒等の学力向上への取組 
   ・地域の教育資源を活用した学習活動の支援（総合的な学習の時間の学校外学習） 
   ・不登校・中途退学への対応、いじめへの対応 
   ・キャリア教育支援、就職支援 
   ・校長経験者による若手教員への授業指導 
   ・子供の体験活動の実施への支援  

 
③中学校における部活動指導員の配置     1,277 百万円（1,210 百万円） 
 

適切な練習時間や休養日の設定など部活動の適正化を進めている教
育委員会を対象に、部活動指導員の配置を支援。 

                         (10,800 人→11,400 人) 
       ※ 学校教育法施行規則第 78 条の２に該当する部活動指導員 

   ・想定人材：指導する部活動に係る専門的な知識・技能を有する人材 
   ・実施主体：学校設置者(主に市町村) 
   ・負担割合：国１／３,都道府県１／３,市町村１／３ 
          (指定都市にあっては国１／３,指定都市２／３)  

※ スポーツ庁の運動部活動に係るガイドライン及び文化庁の文化部活動に係るガイド

ラインを遵守するとともに、教師の負担軽減の状況を適切に把握するなど、一定の要

件を満たす学校設置者に対して支援を行う。 
※ 支援に際しては、上記ガイドラインを遵守した上で、ガイドラインを上回る休養日の

設定を行うなど、学校の働き方改革の取組を推進している学校設置者へ優先的に配分

する。 
 
 
 ◆スクールカウンセラーの配置充実【後掲】〔補助率１／３〕 

6,145 百万円（5,278 百万円） 
                                       〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕 
・スクールカウンセラーの全公立小中学校への配置（27,500 校） 
・いじめ・不登校対策のための重点配置（1,500 校） 
・貧困対策のための重点配置（1,900 校） 
・虐待対策のための重点配置（1,500 校） 
・教育支援センターの機能強化（250 箇所） 
・スーパーバイザーの配置（114 人） 等 

 

 

◆スクールソーシャルワーカーの配置充実【後掲】〔補助率１／３〕 
3,640 百万円（1,938 百万円） 

                                   〔補助事業者：都道府県、政令指定都市、中核市〕 
・スクールソーシャルワーカーの全中学校区への配置（10,000 中学校区） 
・いじめ・不登校対策のための重点配置（1,500 校） 
・貧困対策のための重点配置（1,900 校） 
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・虐待対策のための重点配置（2,000 校） 
・教育支援センターの機能強化（250 箇所） 
・スーパーバイザーの配置（114 人） 等 

 
 

◆医療的ケア看護職員、外部専門家の配置【後掲】〔補助率１／３〕 

（切れ目ない支援体制整備充実事業 2,754 百万円の内数） 

                  〔補助事業者：都道府県、市区町村、学校法人〕 
・医療的ケア看護職員や特別支援教育の充実を図るための外部専門家の配

置（2,748 人分→3,348 人分） 

  
 
◆学校における働き方改革推進事業        28 百万円(32 百万円) 

    全国の教育委員会等から集めた業務改善の取組事例の展開、学校の働き
方改革のための取組状況調査の実施・分析・市町村別結果公表等を通じて、
教育委員会や各学校における「働き方改革」の自走サイクルを構築する。 

   ・事例紹介、働き方改革フォーラムの実施 
・教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査・分析等 
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令
和

4
年
度
要
求
・要

望
額

1
兆

5
,1

4
7
億
円

（
前
年
度
予
算
額

1
兆

5
,1

6
4
億
円
）

新
し
い
時
代
の
学
び
の
環
境
整
備
（
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
）

～
小
学
校
に
お
け
る
高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
推
進
と
3
5
人
学
級
の
計
画
的
な
整
備
～

管
理
職
手
当
の
改
善
（
校
長
、
副
校
長
・
教
頭
の
支
給
率
改
善
）

給
与
関
係

(参
考

)被
災
し
た
児
童
生
徒
に
対
す
る
心
の
ケ
ア
や
学
習
支
援
の
た
め
、
教
職
員
定
数
【
6
0
3
人
】

を
別
途
要
求

(1
3
億
円

)【
復
興
特
別
会
計
】

教
科
指
導
の
専
門
性
を
持
っ
た
教
師
に
よ
る
小
学
校
に
お
け
る
高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
推
進
や
、
小
学
校
に
お
け
る

3
5
人
学
級
の
計
画
的
な
整
備
等
を
図
り
、
義
務
教
育
９
年
間

を
見
通
し
た
指
導
体
制
に
よ
る
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
い
教
育
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
、
複
雑
化
・困

難
化
す
る
教
育
課
題
へ
対
応
す
る
た
め
、

教
職
員
定
数

2
,4

7
5
人
の
改
善
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
制
度
改
正
に
伴
う
既
定
の
改
善
に
つ
い
て
計
上
。

・教
職
員
定
数
の
改
善

＋
5
4
億
円
（
＋

2
,4

7
5
人
）

・制
度
改
正
に
伴
う
既
定
の
改
善

＋
7
7
億
円
（
＋

3
,6

6
0
人
）

・教
職
員
定
数
の
自
然
減
等

▲
1
4
7
億
円
（
▲

6
,9

1
2
人
）

・教
職
員
の
若
返
り
等
に
よ
る
給
与
減

▲
1
億
円

・
教
員
給
与
の
見
直
し
＋

1
億
円

計
対
前
年
度
▲

1
6
億
円

少
人
数
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
体
制
の
計
画
的
な
整
備
等

小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
教
科
担
任
制
の
推
進

○
小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
教
科
担
任
制
の
推
進

＋
2
,0
0
0
人

学
習
が
高
度
化
す
る
小
学
校
高
学
年
に
お
い
て
、
各
教
科
の
系
統
性
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
専
門
性
の
高
い
教
科
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
教
員
の
持
ち
コ
マ
数
軽
減
な
ど
学
校

の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め
、
地
域
や
学
校
等
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
が
可
能
と
な

る
よ
う
専
科
指
導
教
員
の
計
画
的
な
配
置
充
実
を
図
り
、
小
学
校
高
学
年
に
お
け
る

教
科
担
任
制
を
推
進
す
る
。

（
優
先
的
に
専
科
指
導
の
対
象
と
す
べ
き
教
科
）

外
国
語
、
理
科
、
算
数
、
体
育

教
師
の
確
保
の
観
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
対
象
と
す
べ
き
教
科
の
専
科
指
導
の
取
組

を
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
4
年
程
度
を
か
け
て
段
階
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
令
和

4
年

度
は
、
2
,0

0
0
人
の
定
数
改
善
を
図
る
。
（
改
善
見
込
総
数
は

8
,8

0
0
人
程
度
）

○
小
学
校
に
お
け
る
3
5
人
学
級
の
推
進

＋
3
,2
9
0
人

令
和

3
年

3
月
の
義
務
標
準
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
令
和

7
年
度
ま
で
に
小
学
校
の

3
5
人
学
級
を
計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
は
、
第
３
学
年
の
学
級
編
制

の
標
準
を

3
5
人
に
引
き
下
げ
る
。

※
少
人
数
学
級
等
の
実
施
の
た
め
に
措
置
し
て
い
る
加
配
定
数
の
一
部
振
替
を
含
む
。

○
教
育
課
題
へ
の
対
応
の
た
め
の
基
礎
定
数
化
関
連

＋
3
7
0
人

（
H

2
9
.3
義
務
標
準
法
改
正
に
よ
る
基
礎
定
数
化
に
伴
う
定
数
の
増
減
）


発
達
障
害
な
ど
の
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
通
級
指
導
の
充
実

5
8
6
人


外
国
人
児
童
生
徒
に
対
す
る
日
本
語
指
導
教
育
の
充
実

1
0
1
人


初
任
者
研
修
体
制
の
充
実

▲
5
2
人

※
基
礎
定
数
化
に
伴
う
定
数
減
等

▲
2
6
5
人

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
や
複
雑
化
・
困
難
化
す
る
教
育
課
題
へ
の
対
応


中
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
や
支
援
体
制
の
強
化
+
2
0
0
人


学
校
運
営
体
制
の
強
化
＋
4
5
人

学
校
総
務
・
財
務
業
務
の
軽
減
の
た
め
の
共
同
学
校
事
務
体
制
強
化
（
事
務
職
員
）
＋
2
0
人

主
幹
教
諭
の
配
置
充
実
に
よ
る
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
強
化
+
2
5
人


貧
困
等
に
起
因
す
る
学
力
課
題
の
解
消
+
5
0
人


「
チ
ー
ム
学
校
」
の
実
現
に
向
け
た
学
校
の
指
導
体
制
の
基
盤
整
備
（
養
護
教
諭
・

栄
養
教
諭
）
＋
2
0
人


小
規
模
校
へ
の
支
援
＋
1
0
人


義
務
教
育
学
校
を
含
む
小
中
一
貫
教
育
へ
の
支
援
＋
1
5
0
人

（
参
考
）

3
5
人
学
級
の
効
果
検
証
に
必
要
な
実
証
研
究
の
経
費
に
つ
い
て
も
別
途
要
求
。

・
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0
2
1
（
抜
粋
）

小
学
校
に
お
け
る

3
5
人
学
級
等
の
教
育
効
果
を
実
証
的
に
分
析
・検

証
す
る
等
の
取
組
を
行
っ
た
上

で
、
中
学
校
を
含
め
、
学
校
の
望
ま
し
い
教
育
環
境
や
指
導
体
制
の
在
り
方
を
検
討
す
る
…
（
略
）
。
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補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業

令
和

4
年
度
要
求
・要

望
額

1
6
2
億
円

（
前
年
度
予
算
額

9
0
億
円
）

教
師
と
多
様
な
人
材
の
連
携
に
よ
り
、
学
校
教
育
活
動
の
充
実
と
働
き
方
改
革
を
実
現

多
様
な
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
の
教
育
活
動
に
参
画
す
る
取
組
を
支
援

児
童
生
徒
の
学
習
サ
ポ
ー
ト

•
T
T
 指
導

(t
e
a
m

-t
e
a
c
h
in

g
)や
習
熟
度
別
学
習
、

放
課
後
の
補
習
な
ど
発
展
的
な
学
習
へ
の
対
応

•
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
学
力
向
上
へ
の
取
組

教
師
の
指
導
力
向
上
等

•
校
長
経
験
者
に
よ
る
若
手
教
員
へ
の
授
業
指
導

•
子
供
の
体
験
活
動
の
実
施
へ
の
支
援

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
の
配
置

児
童
生
徒
一
人
一
人

に
あ
っ
た
き
め
細
か
な

対
応
を
実
現
す
る
た
め
、

教
師
や
学
校
教
育
活

動
を
支
援
す
る
人
材

の
配
置
を
支
援

事
業
内
容

退
職
教
員
、
教
師
志
望
の
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
生
、
学
習
塾

講
師
、
N

P
O
等
教
育
関
係
者
、
地
域
の
方
々
な
ど
幅
広
い
人
材

都
道
府
県
・指

定
都
市

国
1
/3

都
道
府
県
・指

定
都
市

2
/3

※
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
運
動
部
活
動
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
文
化
庁
の
文
化
部
活
動
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
教
師
の
負
担
軽
減
の
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
学
校
設
置
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
。

※
交
通
費
に
つ
い
て
は
、
人
材
確
保
の
た
め
の
人
材
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ
、
ま
た
は
、
人
材
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ
計
画
を
作
成
し
て
い
る
学
校
設
置
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
。

地
域
の
人
材

（
卒
業
生
の
保
護
者
な
ど
）

都
道
府
県
・指

定
都
市

国
1
/3

都
道
府
県
・
指
定
都
市

2
/3

要
求
額
：

1
0
3
億
円

（
+

6
4
億
円
）

人
数
：

2
4
,3

0
0
人
（

+
1
4
,7

0
0
人
）

適
切
な
練
習
時
間
や
休
養
日
の
設
定
な
ど
部
活
動
の
適
正
化

を
進
め
て
い
る
教
育
委
員
会
へ
の
教
師
に
代
わ
っ
て
顧
問
を
担
う

部
活
動
指
導
員
の
配
置
を
支
援

指
導
す
る
部
活
動
に
係
る
専
門
的

な
知
識
・技

能
を
有
す
る
人
材

学
校
設
置
者

（
主
に
市
町
村
）

国
1
/3

都
道
府
県

1
/3

市
町
村

1
/3

（
指
定
都
市
：
国
１

/３
、
指
定
都
市
２

/３
）

要
求
額
：

1
3
億
円

(+
１
億
円

)
人

数
：

1
1
,4

0
0
人

（
+

6
0
0
人
）

教
員
業
務
支
援
員
（
ス
ク
ー
ル
・サ
ポ
ー
ト
・ス
タ
ッ
フ
）
の
配
置

学
習
指
導
員
等
の
配
置

（
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
学
校
教
育
活
動
支
援
）

学
校
生
活
適
応
へ
の
支
援

•
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

•
い
じ
め
へ
の
対
応

進
路
指
導
・キ
ャ
リ
ア
教
育

•
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
、
就
職
支
援
の
た
め

の
相
談
員
の
配
置

•
専
門
家
に
よ
る
出
前
授
業
の
実
施

※
支
援
に
際
し
て
は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
客
観
的
な
在
校
等
時
間
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

想
定
人
材

実
施
主
体

負
担
割
合

事
業
内
容

想
定
人
材

実
施
主
体

負
担
割
合

事
業
内
容

想
定
人
材

実
施
主
体

負
担
割
合

要
求
額
：

4
6
億
円

(+
７
億
円

) 
人

数
：

1
4
,1

0
0
人

（
+

3
,1

0
0
人
）

教
師
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
教
師
が
よ
り
児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
教
材
研
究
等

に
注
力
で
き
る
よ
う
、
学
習
プ
リ
ン
ト
等
の
準
備
や
採
点
業
務
、
来
客
・
電
話
対
応
、

消
毒
作
業
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
員
業
務
支
援
員
の
配
置
を
支
援
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令
和

4
年
度
要
求
・要

望
額

1
0
3
億
円

（
前
年
度
予
算
額

3
9
億
円
）

教
員
業
務
支
援
員

（
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
）
の
配
置

（
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業
の
一
部
）

公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校

中
等
教
育
学
校
（
前
期
課
程
の
み
）

特
別
支
援
学
校
（
小
学
部
・中

学
部
）

学
習
プ
リ
ン
ト
等
の
準
備
や
採
点
業
務
、
来
客
・
電
話
対
応
等
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
消
毒
作
業
等
を
行
い
、
教
師
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
。

教
師
が
よ
り
児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
教
材
研
究
等
に
注
力
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

教
員
業
務
支
援
員
を
大
規
模
配
置
【
2
4
,3
0
0
人
】

対
象
校
種

学
習
プ
リ
ン
ト
や
家
庭
へ
の

配
布
文
書
等
の
各
種
資

料
の
印
刷
、
配
布
準
備

デ
ー
タ
の
入
力
・集

計
や

各
種
資
料
の
整
理

採
点
業
務
の
補
助
や

来
客
・
電
話
対
応

子
供
の
健
康
観
察
の

と
り
ま
と
め
や
消
毒
作
業

地
域
の
方
々
、

教
師
志
望
の
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
生
等
幅
広
い
人
材

想
定

人
材

都
道
府
県
・
指
定
都
市

実
施

主
体

国
１

/３
都
道
府
県
・
指
定
都
市

２
/３

補
助

割
合

活
用

イ
メ
ー
ジ

（
例
）

資
格

要
件

報
酬
、
期
末
手
当
、
補
助
金
・
委
託
費

補
助
対
象

経
費

自
治
体
の
定
め
に
よ
る
が
、

基
本
的
に
は
特
別
な
資
格
等
は
必
要
な
し

学
校
行
事
や
式
典
等
の

準
備
補
助

※
支
援
に
際
し
て
は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
客
観
的
な
在
校
等
時
間
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

※
５
学
級
以
下
の
ご
く
小
規
模
校
を
除
く
全
公
立
小
中
学
校
へ
配
置
で
き
る
規
模
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令
和

4
年
度
要
求
・要

望
額

4
6
億
円

（
前
年
度
予
算
額

3
9
億
円
）

※
支
援
に
際
し
て
は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
客
観
的
な
在
校
等
時
間
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
学
校
教
育
活
動
支
援

（
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業
の
一
部
）

公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、

中
等
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
き
め
細
か
な
対
応
を
す
る
た
め
、
教
師
に
加
え
て
学
校
教
育
活
動
を
支
援
す
る
人
材
の
配
置
を
支
援
。

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
実
現
に
必
要
な
人
材
配
置
を
支
援
す
る
た
め
、

学
習
指
導
員
等
の
配
置
を
拡
充
【
1
4
,1
0
0
人
】

退
職
教
員
、
教
師
志
望
の
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
生
、

学
習
塾
講
師
、
N

P
O
等
教
育
関
係
者
、

地
域
の
方
々
な
ど
幅
広
い
人
材

都
道
府
県
・
指
定
都
市

実
施
主
体

国
１

/３
、
都
道
府
県
・指

定
都
市

２
/３

補
助

割
合

専
門
性
を
も
っ
た
外
部
講
師
等
に
よ
る
、
体
験
活
動
や
出
前
授
業
等

を
通
じ
た
多
様
な
学
習
活
動
の
充
実

英
語
の
授
業
等
に
お
け
る
英
語
が
堪
能
な
地
域
人
材
等
の
活
用

活
用

イ
メ
ー
ジ

（
例
）

T
T
指
導

(t
e
a
m

-t
e
a
c
h
in

g
)や
放
課
後
の
補
習
等
、
き
め
細
か
な
学
習

指
導
を
実
施
す
る
た
め
に
配
置

ス
テ
ッ
プ

授
業
の
進
度
や
内
容
の
充
実
度
な

ど
に
応
じ
て
、
き
め
細
か
く
個
別
に

フ
ォ
ロ
ー
に
入
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
子

供
た
ち
の
ケ
ア
も
し
て
い
き
ま
す
。

家
庭
連
絡
や
家
庭
訪
問
等
の
き
め
細
か
い
対
応
を
通
じ
、
継
続
的
に

児
童
生
徒
と
関
わ
る
こ
と
で
、
不
登
校
児
童
生
徒
を
支
援

※
教
育
課
程
内
の
授
業
を
単
独
で
学
習
指
導
員
が
行
う
場
合
は
教
員
免
許
状
が
必
要
。

習
熟
度
に
ば
ら
つ
き
が
出
や
す
い
教
科
等
に
つ
い
て
、
習
熟
度
別
学
習

を
実
施
す
る
た
め
に
配
置

ホ
ッ
プ

ジ
ャ
ン
プ

自
治
体
の
定
め
に
よ
る
が
、
教
員
免
許
状
は
必
須
で
は
な
い

（
教
育
課
程
内
の
授
業
を
単
独
で
行
う
場
合
等
は
、
教
員
免
許
状
は
必
要
）

報
酬
、
期
末
手
当
、
報
償
費
、
交
通
費
・
旅
費

補
助
金
・
委
託
費

補
助

対
象
経
費

保
護
者

支
援
員

連
絡
・
調
整

連
絡
・
調
整

学
級
担
任

対
象
校
種

想
定

人
材

資
格
要
件
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令
和

4
年
度
要
求
・要

望
額

1
3
億
円

（
前
年
度
予
算
額

1
2
億
円
）

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
の
配
置

（
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業
の
一
部
）

※
運
動
部
活
動
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

/文
化
部
活
動
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
教
師
の
負
担
軽
減
の
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
学
校
設
置
者
に
対
し
て
支
援
。

※
交
通
費
に
つ
い
て
は
、
人
材
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ
、
ま
た
は
、
人
材
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ
計
画
を
作
成
し
て
い
る
学
校
設
置
者
に
対
し
て
支
援
。

※
支
援
に
際
し
て
は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
客
観
的
な
在
校
等
時
間
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

学
校
外
で
の
活
動
（
大
会
・練

習
試
合
等
）
へ
の
引
率

人
材
確
保
の
工
夫
（
例
）

・「
人
材
バ
ン
ク
」
を
設
け
、
域
内
幅
広
く人

材
を
確
保

・大
学
と
連
携
し
、
大
学
生
の
部
活
動
指
導
員
を
確
保

公
立
の
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

中
等
教
育
学
校
（
前
期
課
程
）
、
特
別
支
援
学
校
（
中
学
部
）

指
導
す
る
部
活
動
に
係
る
専
門
的
な
知
識
・技

能
を
有
す
る
人
材

学
校
設
置
者
（
主
に
市
町
村
）

※
公
立
高
等
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
措
置
に
て
配
置
を
支
援

実
施

主
体

国
1
/3

都
道
府
県

1
/3

市
町
村

1
/3

（
指
定
都
市
：
国
１

/３
指
定
都
市
２

/３
）

補
助

割
合

報
酬
、
期
末
手
当
、
交
通
費
、
補
助
金

等
補
助

対
象
経
費

対
象
校
種

想
定
人
材

資
格
要
件

適
切
な
練
習
時
間
や
休
養
日
の
設
定
な
ど
部
活
動
の
適
正
化
を
進
め
て
い
る
教
育
委
員
会
の
部
活
動
指
導
員
の
配
置
を
支
援
。

顧
問
の
部
活
動
指
導
時
間
の
短
縮
や
競
技
経
験
が
な
い
顧
問
の
負
担
を
軽
減
し
、

更
に
は
専
門
的
指
導
に
よ
る
生
徒
の
技
能
向
上
を
目
指
し
、

部
活
動
指
導
員
の
配
置
を
拡
充
【
1
1
,4
0
0
人
】

活
用

イ
メ
ー
ジ

（
例
）

子
供
た
ち
へ
の
実
技
指
導
や

安
全
・
障
害
予
防
に
関
す
る
知
識
・技

能
の
指
導

自
治
体
の
定
め
に
よ
る
が
、

基
本
的
に
は
特
別
な
資
格
等
は
必
要
な
し

部
活
動
指
導
員
の
属
性
（
実
績
例
）

退
職
教
員
、
非
常
勤
講
師
等
と
の
兼
務
、

地
域
人
材
、
大
学
生
等
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ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
充
実

令
和

4
年
度
要
求
・要

望
額

9
8
億
円

（
前
年
度
予
算
額

7
2
億
円
）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
活
用
事
業

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

活
用
事
業


義
務
教
育
段
階
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
平
成

2
4
年
度
か
ら
７
年
連
続
で
全
体
の
人
数
・児

童
生
徒
千
人
当
た
り
の
人
数
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ
の
早
期
支
援
、
不
登
校
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
手
厚
い
支
援
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
が
必
要
。


ま
た
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
昨
今
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
の
急
増
等
を
踏
ま
え
、
学
校
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
・早

期
発
見
や
、

児
童
虐
待
発
生
時
の
迅
速
・的

確
な
対
応
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
も
喫
緊
の
課
題
。


さ
ら
に
、
令
和
３
年
６
月
に
成
立
し
た
「教

育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」や
、
令
和
３
年
５
月
に
取
り
ま
と
め
た

「ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
向
け
た
福
祉
・介

護
・医

療
・教

育
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」報

告
書
等
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
早
期
対
応
に

向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
も
課
題
。

令
和
４
年
度
概
算
要
求
：

6
,1

4
5
百
万
円

(前
年
度
予
算
額
：

5
,2

7
8
百
万
円
）

令
和
４
年
度
概
算
要
求
：

3
,6

4
0
百
万
円

(前
年
度
予
算
額
：

1
,9

3
8
百
万
円
）


児
童
生
徒
の
心
理
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
・経

験
を
有
す
る
者

⇒
児
童
の
心
理
に
関
す
る
支
援
に
従
事

（
学
教
法
施
行
規
則
）


福
祉
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
・経

験
を
有
す
る
者

⇒
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
支
援
に
従
事

（
学
教
法
施
行
規
則
）


補
助
割
合
：
国
１

/３
、
都
道
府
県
・政

令
指
定
都
市
２

/３


実
施
主
体
：
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市


補
助
対
象
経
費
：
報
酬
・期

末
手
当
、
交
通
費
等


補
助
割
合
：
国
１

/３
、
都
道
府
県
・政

令
指
定
都
市
・中

核
市
２

/３


実
施
主
体
：
都
道
府
県
・政

令
指
定
都
市
・中

核
市


補
助
対
象
経
費
：
報
酬
・期

末
手
当
、
交
通
費
等


全
公
立
小
中
学
校
に
対
す
る
配
置
（

2
7
,5

0
0
校
）


配
置
時
間
：
週
１
回
概
ね
４
時
間
程
度

基
盤
と
な
る
配
置


全
中
学
校
区
に
対
す
る
配
置
（

1
0
,0

0
0
中
学
校
区
）


配
置
時
間
：
週
１
回
３
時
間
→
週
２
回
３
時
間
に
拡
充


い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
：
1
,5
0
0
校

（
←

1
0
0
0
校
）

重 点 配 置 等

い
じ
め

不
登
校

虐
待

貧
困


虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1
,5
0
0
校

（
←

1
,2

0
0
校
）

質
の
向
上


ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

：
1
1
4
人

（
←

9
0
人
）


い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
：
1
,5
0
0
校

（
←

1
,0

0
0
校
）


虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
2
,0
0
0
校

（
←

1
,5

0
0
校
）


ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

：
1
1
4
人

（
←

9
0
人
）

※
不
登
校
特
例
校
や
夜
間
中
学
へ
の
配
置
を
含
む


教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

：
2
5
0
箇
所

※
不
登
校
特
例
校
や
夜
間
中
学
へ
の
配
置
を
含
む


教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

：
2
5
0
箇
所


貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1
,9
0
0
校

（
←

1
,4

0
0
校
）


貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1
,9
0
0
校

（
←

1
,4

0
0
校
）


公
認
心
理
師
、
臨
床
心
理
士
等


社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
等

補
助
制
度

求
め
ら
れ
る
能
力
・
資
格

基
礎
配
置
に
加
え
、
配
置
時
間
を
週
１
回
４
時
間
→
週
１
回
８
時
間
に
拡
充

基
礎
配
置
に
加
え
、
配
置
時
間
を
週
１
回
３
時
間

児
童
生
徒
10
00
人
当
た
り
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
（
小
中
）

※
単
位
：
人
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切
れ
目
な
い
支
援
体
制
整
備
充
実
事
業

背
景
・
課
題

「
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
」
の
成
立
・
施
行
を
踏
ま
え
、
医
療
的
ケ
ア
看
護
職
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
就
学
前
か
ら
学
齢
期
、
社
会
参
加
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
の
整
備
や
外
部
専
門
家
の
配
置
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
特
別
支
援

教
育
の
推
進
を
図
る
。

令
和

4
年
度
要
求
・要

望
額

3
0
億
円

（
前
年
度
予
算
額

2
4
億
円
）

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
そ
の
能
力
を
発
揮
で

き
る
共
生
社
会
の
実
現

学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
の
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
策
定
さ
れ
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
体
制
の
整
備
が
進
展

（
指
標
）
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
の
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
策
定
割
合

(令
和
３
年
度
：
ー
％
（
今
年
度
調
査
予
定
）

自
治
体
等
が
実
施
す
る
①
地
域
の
小
・
中
学
校
等
で
の
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子

供
へ
の
就
学
前
か
ら
学
齢
期
、
社
会
参
加
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
の
整
備
②
医

療
的
ケ
ア
看
護
職
員
の
配
置
や
外
部
専
門
家
の
配
置
に
つ
い
て
支
援

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・
社
会
へ
の
影
響
）

・都
道
府
県
・市

区
町
村
・学

校
法
人

（
幼
稚
園
・
小
中
高
校
・
特
別
支
援
学
校
）

・補
助
割
合

国
：
１

/３
補
助
事
業
者
：
２

/３
補
助
対
象
等

１
．
連
携
体
制
を
整
備

教
育
委
員
会
・学

校
と
福
祉
部
局
や
関
係
機
関
の
連
携
体
制
を
整
備

２
．
個
別
の
教
育
支
援
計
画
等
の
活
用

就
学
・進

級
・進

学
・就

労
に
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
等
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
仕
組
づ
く
り

３
．
連
携
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

教
育
委
員
会
・学

校
と
福
祉
部
局
や
関
係
機
関
の
連
携
を
促
進

（
早
期
支
援
、
発
達
障
害
支
援
、
学
校
・病

院
連
携
、
合
理
的
配
慮
、
就
労
支
援
）

４
．
普
及
啓
発

市
民
や
他
の
自
治
体
へ
の
普
及
啓
発


特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
供
が
就
学
前
か
ら
社
会
参
加
ま
で
切
れ
目
な
く
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制

の
整
備
を
行
う
自
治
体
等
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援

※
交
付
初
年
度
か
ら
３
年
限
り

○
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
就
学
前
か
ら
学
齢
期
、
社
会
参
加
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支

援
体
制
整
備

○
医
療
的
ケ
ア
看
護
職
員
配
置
事
業

【
参
考
】
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
３
年
６
月

1
8
日

公
布
、
令
和
３
年
９
月

1
8
日
施
行
）

第
十
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
し
て
教
育
を
行
う
体
制
の
拡
充
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
医
療
的
ケ
ア
児
が
在
籍
す
る
学
校
に
対
す
る
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

２
学
校
の
設
置
者
は
、
そ
の
設
置
す
る
学
校
に
在
籍
す
る
医
療
的
ケ
ア
児
が
保
護
者
の
付
添
い

が
な
く
て
も
適
切
な
医
療
的
ケ
ア
そ
の
他
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
看
護
師
等
の

配
置
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。


学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
の
環
境
整
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
校
外

学
習
や
登
下
校
時
の
送
迎
車
両
に
同
乗
す
る
こ
と
も
含
め
、
自
治
体

等
に
よ
る
看
護
師
の
配
置
を
支
援

○
外
部
専
門
家
配
置
事
業


個
別
の
指
導
計
画
の
作
成
や
実
際
の
指
導
に
当
た
っ
て
、
障
害
の
状
態
等
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
、
専

門
の
医
師
や
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
な
ど
の
専
門
家
配
置
を
支
援

３
４
８
人

【
参
考
】
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
教
育
要
領
、
小
学
部
・
中
学
部
・高

等
部
学
習
指
導
要
領

第
７
章

自
立
活
動

第
３

個
別
の
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

児
童
又
は
生
徒
の
障
害
の
状
態
等
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
の
医
師
及
び
そ
の
他
の
専
門
家
の
指
導
・助

言
を
求
め
る
な
ど
し
て
、
適
切
な
指
導

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。

※
登
下
校
時
の
送
迎
車
両
に
同
乗
す
る
看
護
師
の
配
置
に
係
る
経
費
を
計
上
。

２
,４
０
０
人
分

⇒
３
，
０
０
０
人
分

【拡
充
】

（
2
,7

5
4
百
万
円
（

2
,0

6
8
百
万
円
）
）
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学
校
に
お
け
る
取
組
事
例
収
集
や
教
育
委
員
会
の

効
果
的
な
取
組
の
現
地
取
材
・
分
析
を
実
施

調
査
・
分
析
に
係
る
経
費

（
雑
役
務
費
）

委
託

対
象
経
費

民
間
事
業
者

委
託
先

事
例
紹
介
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
に
必
要
な
経
費

（
講
師
謝
金
、
雑
役
務
費
等
）

委
託

対
象
経
費

令
和
４
年
度
要
求
・要

望
額

0
.3
億
円

【前
年
度
予
算
額

0
.3
億
円
】

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
事
業

全
国
の
学
校
や
教
育
委
員
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具
体
の
取
組
事
例
の
展
開
や

教
育
委
員
会
に
お
け
る
学
校
の
働
き
方
改
革
の
た
め
の
取
組
状
況
調
査
の
実
施
等
を
通
じ
て
、

教
育
委
員
会
や
各
学
校
に
お
け
る
「
働
き
方
改
革
」
の
自
走
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
。

調
査
実
施
・
分
析

取
組
事
例
展
開 取
組
事
例
紹
介
や

働
き
方
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施

全
国
か
ら
収
集
し
た
学
校
や
教
育
委
員
会
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
の
た
め
の
取
組
事
例
の
実
現
方
法
等
を

展
開

教
育
委
員
会
に
お
け
る
学
校
の
働
き
方
改
革
の

た
め
の
取
組
状
況
調
査
を
実
施
・
分
析
し
、

都
道
府
県
・
市
町
村
別
に
結
果
を
公
表

教
育
委
員
会
や
学
校
に
お
け
る
取
組
の
実
践
へ

民
間
事
業
者

委
託
先

調
査
の
実
施
・
分
析

事
例
紹
介
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施

15



２．GIGA スクール構想の着実な推進と学びの充実 
 

 (前年度予算額         4,124 百万円） 
令和 4 年度要求・要望額   13,168 百万円 

 
１．要  旨 
  １人１台端末環境による本格的な教育活動が全国の学校で展開される中、そ

の円滑な運用を支えるための「運用面の支援」及び ICT を効果的に用いた児童
生徒の学びの充実に向けた「指導面の支援」の更なる強化を図るとともに、基
盤となる学校ネットワークの今後の在り方に関する検討を推進する。 

  また、小・中学校等におけるデジタル教科書の普及促進を図るとともに、最
先端の技術や、教育データの効果的な利活用を推進するための実証等を行い、
目指すべき次世代の学校・教育現場等を見据えながら、教育の質の向上を図る。 

 
 
２．内  容 

（１）GIGA スクール運営支援センター整備事業 

6,366 百万円（新規） 
１人１台端末環境による本格的な教育活動が全国の学校で展開される中、

その円滑な運用を支え、子供の学びを保障するための「運用面の支援」の更
なる強化が求められていることを踏まえ、「人」中心の支援を、「組織」中
心による広域的な支援体制へと発展・充実させて、より安定的な支援基盤の
構築を目指す。 
その際、これまで課題であった学校現場において ICT 支援ができる人材の

「不足」や「ミスマッチ」の解消を図るとともに、家庭への持ち帰り時にお
ける故障等の運用支援も含め、各自治体が自立してＩＣＴ活用を進めるため
の運営支援体制を構築する。 
 

・補助対象経費：民間事業者への業務委託費等 

・実施主体：都道府県、市区町村 

・負担割合：１／２ 

 

 

（２）GIGA スクールにおける学びの充実 

 466 百万円（424 百万円） 
１人１台端末環境の本格運用を踏まえ、その効果的な活用を促進するため、

自治体への指導支援、教師の指導力向上支援の更なる強化を図るとともに、
児童・生徒の情報モラルを含めた情報活用能力の育成及びその把握を踏まえ
た指導内容の改善等を一体的に行う。 

 

○アドバイザー等による自治体支援事業     205 百万円（252 百万円） 
「GIGA スクール構想」の着実な実施に向けて、全国の自治体・学校にお

ける ICT の効果的な活用を一層促進するため、ICT を活用した効果的な指
導方法、ICT 環境等に関する専門的知見を有する「ICT 活用教育アドバイザ
ー」や、現場の実情・ノウハウを熟知している「GIGA StuDX 推進チーム」
による自治体への助言・支援を実施する。 

16



 

○ICT を活用した指導力向上支援事業         114 百万円（新規） 

教師が ICT を活用した指導力の向上に取り組めるよう、各教科等・OS

ごとに１人１台端末の活用方法をまとめた動画の作成・提供や、新学習指

導要領に基づいた高等学校の教科「情報」が確実に実施されるよう、最新

の情報を踏まえた全国での実践、そのノウハウの普及・展開等を実施する。 

 

 

○情報モラル教育推進事業           70 百万円（55 百万円） 

携帯電話・スマートフォンやＳＮＳが子供たちにも急速に普及する中

で、児童生徒が、自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任を持つとと

もに、犯罪被害を含む危険を回避し、情報を正しく安全に利用できるよう

にするため、学校における情報モラル教育は極めて重要である。「GIGA ス

クール構想の実現」による１人１台端末が整備されることを踏まえ、児童

生徒がいつでもどこでも情報モラルについて学ぶことができるよう、コン

テンツの充実やモデル事業等による情報モラル教育の更なる充実を図る。 

 

 

○児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究 

76 百万円（117 百万円） 

言語能力などと同様に学習の基盤となる資質・能力と位置付けられた情

報活用能力を定期的に測定するため、小学校・中学校・高等学校等におけ

る児童生徒の情報活用能力調査を全国規模で実施する。 

 

 

（３）学校ネットワークの今後の在り方に関する実証研究 

             486 百万円（278 百万円） 
  「成長戦略フォローアップ（令和３年６月）」等を踏まえ、将来的な SINET

の初等中等教育段階における本格開放に向けた技術的な実証など、今後の学
校ネットワークの在り方を検討するための実証研究を行う。 

 

○初等中等教育段階の SINET 活用実証研究事業  323 百万円（278 百万円） 
  初等中等教育機関への SINET の本格開放に向けて、SINET と初等中等教

育機関を接続する初中用設備を構築し、それにより多段となるネットワー
クの接続構成において、自治体単位での一定規模の接続による技術的な実
証を行うとともに、自治体の運用方法や調達手続に関する整理を行う。 

 
 

○校務系・学習系ネットワークの連携に関する実証研究事業  

              125 百万円（新規） 
  校務系・学習系のネットワーク構成について、ネットワーク分離を必要

としない、アクセス制限を前提としたネットワーク構成に向けて、クラウ
ド化やアクセス制限、認証などの技術的対策等に関する実証研究を実施
し、校務の効率化に資するネットワーク構成の実現方法について整理を行
う。 
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○高等学校等における多様な ICT 端末の活用に関する実証研究事業  

                 38 百万円（新規） 
  高等学校段階の端末整備について、個人端末の持ち込み（BYOD）を含め、

多様な実態があることを踏まえ、多様な ICT 端末を校内ネットワークに接
続する際のネットワーク構成・セキュリティ対策のモデル例作成や、多様
な端末の使用に伴い発生する指導上の課題への対応方策・学習における効
果的な活用方策等について実証を行う。 

 

 

（４）学習者用デジタル教科書普及促進事業 

            5,652 百万円（2,214 百万円） 
  GIGA スクール構想による１人１台端末環境の実現を踏まえ、児童生徒の学

びの充実や障害等による学習上の困難の低減に資するよう、全ての小中学校
等に１教科分の学習者用デジタル教科書を提供し､普及促進に向けた実証事
業を実施する。 
（全国約４割の小・中学校等→全国全ての小・中学校等） 

また、令和３年度に引き続き、デジタル教科書の本格的な導入に当たって
必要な学校における通信環境等の検証や、学習者用デジタル教科書の使用に
よる効果・影響等に関する実証研究を行う。 
さらに、令和４年度において新たに、デジタル教科書に必要な機能・配信

環境等の開発・実装等、デジタル教科書を活用した教師の指導力向上のため
の指導法の研究・実践・発信、デジタル化に対応した教科書制度の見直しに
向けた調査研究を行う。 

 
 
（５）次世代の学校・教育現場を見据えた先端技術・教育データの利活用推進 

             198 百万円（159 百万円） 

 

① 先端技術及び教育データ利活用に関する実証・検証 

             140 百万円（159 百万円） 
  学校現場で活用し得る最新の技術動向を把握・整理し、センシング（画

像認識や音声認識）などの先端技術の効果的な活用など更なる教育の質の
向上や、教育データ利活用の標準モデルに関する検証など新たな政策課題
に対応した実証研究を実施。 

 

 

② 学習指導要領コード等の利活用に関する調査研究 

          58 百万円（新規） 

    令和２年度に「教育データ標準」（第１版）として公表した「学習指導

要領コード」 の利活用を進めるとともに、コード付与支援ソフトウェアに

ついて、「学習指導要領コード」に加え、様々なデータの付与支援機能の

拡張などの機能改善等に係る調査研究を実施。 
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G
IG
Aス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

背
景
・課
題

「G
IG
Aス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
整
備

す
る
た
め
の
民
間
事
業
者
へ
の
業
務
委
託
費
等

を
補
助 ◆
ヘ
ル
プデ
ス
クの
開
設
及
び
サ
ポ
ー
ト対
応

◆
ネ
ット
ワー
クア
セ
ス
メン
ト及
び
応
急
対
応

◆
IC
T支
援
人
材
の
育
成
及
び
確
保

◆
休
日
・長
期
休
業
等
トラ
ブル
対
応

等

事
業
内
容

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

64
億
円

(新
規
）

１
人
１
台
端
末
環
境
に
よる
本
格
的
な
教
育
活
動
が
全
国
の
学
校
で
展
開
され
る
中
、そ
の
円
滑
な
運
用
を支
え
、子
供
の
学
び
を保
障
す
る
た
め
の
「運
用
面
の
支
援
」の
更
な
る

強
化
が
求
め
られ
て
い
る
こと
を踏
まえ
、「
人
」中
心
の
支
援
を
、「
組
織
」中
心
に
よ
る
広
域
的
な
支
援
体
制
へ
と発
展
・充
実
させ
て
、よ
り安
定
的
な
支
援
基
盤
の
構
築
を目
指
す
。

その
際
、こ
れ
ま
で
課
題
で
あ
った
学
校
現
場
に
お
い
て
IC
T支
援
が
で
き
る
人
材
の
「不
足
」や
「ミ
ス
マ
ッチ
」の
解
消
を図
る
とと
も
に
、家
庭
へ
の
持
ち
帰
り時
に
お
け
る
故
障
等
の

運
用
支
援
も
含
め
、各
自
治
体
が
自
立
して
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を進
め
る
た
め
の
運
営
支
援
体
制
を構
築
す
る
。

【単
独
実
施
型
】

他
市
町
村
か
ら
の
委
託
や
協
定
等
に
基
づ
き
、都
道
府
県
ま
た

は
市
町
村
が
設
置
者
分
とあ
わ
せ
て
他
市
町
村
分
の
事
業
を
一

括
して
補
助
事
業
を
実
施

単
独
で
の
実
施
が
困
難
な
自
治
体
に
対
し
て
も
支
援
を
実
施

学
校
や
市
区
町
村
単
位
を
越
え
た
よ
り
広
域
性
を
も
っ
た
体

制
整
備
が
可
能
と
な
り
、
域
内
で
の
知
見
の
共
有
や
地
域
差

の
解
消
等
に
つ
な
が
る

【連
携
実
施
型
】

設
置
者
が
単
独
で
補
助
事
業
を
実
施

設
置
者
や
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
事
業
を
展
開

１
/２

補
助
割
合

実
施
主
体

都
道
府
県
、
市
区
町
村

地
方
自
治
体

文
部
科
学
省

民
間
事
業
者
等

補
助

業
務
委
託

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー

学
校
や
市
区
町
村
単
位

を
越
え
て
“広
域
的
“に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
運
用
を
支
援

専
門
性
の
高
い
技
術
的

支
援
等
を
“安
定
的
”に

提
供

故
障
時
等
は
メ
ー
カ
ー
等

と連
携
して
支
援

IC
T支
援
員

学
校

サ
ポ
ー
ト依
頼
／
遠
隔
・出
張
対
応

セ
ンタ
ー

小
規
模
な
市
区
町
村

中
核
的
な
自
治
体

（
都
道
府
県
等
）

文
部
科
学
省

協
議
・連
携

（
支
援
業
務
等
）

【
連
携
実
施
型
】

【
単
独
実
施
型
】

体
制
構
築

（
組
織
・経
費
分
担
等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
係
る
日
常
的
な
教
職
員
の
業
務
支
援
、学
習
支
援
等

補
助

業
務
委
託

家
庭

休
日
・長
期
休
業
等

トラ
ブ
ル
相
談
／
対
応

端
末
持
ち
帰
り時
の

運
用
支
援

➤
休
日
等
／
緊
急
時
の

故
障
等
の
トラ
ブ
ル

対
応

民
間
企
業
O
B

地
域
人
材

退
職
教
員

等

“人
材
不
足
“

“ミ
ス
マ
ッチ
“

の
解
消
へ支
援
人
材
の

育
成
・確
保

支
援
人
材
育
成
の
た
め
の

研
修
を
提
供

地
域
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G
IG

Aス
ク

ー
ル

に
お

け
る

学
び

の
充

実

1人
1台
端
末
環
境
の
本
格
運
用
を踏
まえ
、そ
の
効
果
的
な
活
用
を通
じた
児
童
生
徒
の
学
び
の
充
実
に
向
け
て
、自

治
体

へ
の

指
導

支
援

、教
師

の
指

導
力

向
上

支
援

の
更

な
る

強
化

を図
る
とと
も
に
、児

童
・生

徒
の

情
報

モ
ラ

ル
を

含
め

た
情

報
活

用
能

力
の

育
成

及
び

そ
の

把
握

を
踏

ま
え

た
指

導
内

容
の

改
善
等
を一
体
的
に
行
う。

事
業

内
容

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

5億
円

（
前
年
度
予
算
額

4億
円
）

・
文

部
科

学
省

が
委

嘱
し

た
教

育
課

程
の

専
門

家
と

G
IG

A
 S

tu
D

X
推

進
チ

ー
ム

が
連

携
し

た
指

導
内

容
の

助
言

・
支

援
＜
新
規
＞

・
IC

T
活

用
指

導
力

向
上

や
IC

T
を

効
果

的
に

活
用

し
た

指
導

の
実

施
に

関
す

る
助

言
・

支
援

・
学

校
の

持
続

可
能

な
IC

T
環

境
に

関
す

る
助

言
・

支
援

①
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
に
よ
る
自
治
体
支
援
事
業

・
各

教
科

等
・

各
O

S
ご

と
に

1
人

1
台

端
末

の
効

果
的

な
活

用
方

法
を

ま
と

め
た

動
画

を
作

成
・

提
供

・
新

学
習

指
導

要
領

に
基

づ
く

高
等

学
校

の
教

科
「

情
報

」
の

効
果

的
な

実
施

に
向

け
た

全
国

で
の

実
践

、
ノ

ウ
ハ

ウ
の

普
及

・
展

開

②
IC
T
を
活
用
し
た
指
導
力
向
上
支
援
事
業
＜
新
規
＞

・
１

人
１

台
端

末
環

境
下

に
お

け
る

情
報

モ
ラ

ル
教

育
の

推
進

・
情

報
モ

ラ
ル

教
育

の
推

進
に

係
る

コ
ン

テ
ン

ツ
の

充
実

・
情

報
モ

ラ
ル

教
育

指
導

者
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

・
都

道
府

県
と

市
区

町
村

が
連

携
し

た
モ

デ
ル

事
業

の
実

施
に

よ
る

好
事

例
の

発
信

や
授

業
公

開
の

実
施
<
新
規
＞

・
児

童
生

徒
に

対
す

る
啓

発
資

料
等

に
よ

る
情

報
発

信

③
情
報
モ
ラ
ル
教
育
推
進
事
業

・
R

3
年

度
に

実
施

し
た

本
調

査
の

結
果

分
析

・
調

査
結

果
の

分
析

を
踏

ま
え

た
、

情
報

活
用

能
力

育
成

の
た

め
の

指
導

内
容

の
整

理
・

周
知

④
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
把
握
に
関
す
る
調
査
研
究

児
童

・生
徒

■
1人
1台
端
末
環
境
を
活
用
した

指
導

力
の

向
上

支
援

■
1人
1台
端
末
環
境
を
活
用
した
、情
報
モ

ラル
を
含
め
た

情
報

活
用

能
力

等
の

資
質

・
能

力
の

育
成

支
援

教
育

委
員

会

■
G

IG
A 

St
uD

X推
進

チ
ー

ム
に

よ
る

支
援

■
IC

T活
用

教
育

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
支

援

➤
児

童
生

徒
へ

の
情

報
発

信

学
校 教

師

G
IG

A 
St

uD
X推

進
チ

ー
ム

文
部
科
学
省
が
委
嘱
した

IC
T活
用
等
に
関
す
る

専
門

家
(全
国
で
10
0人
以
上
)

現
場

の
実

情
・ノ

ウ
ハ

ウ
を

熟
知
した
、文
部
科

学
省
の
特
設
チ
ー
ム

IC
T活

用
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

文
部

科
学

省

情 報 活 用 能 力 調 査

好 事 例 の 収 集

委
託
先

人
件

費
・

諸
謝

金
等

必
要

な
経

費
委
託
対
象
経
費

民
間

企
業

等

委
託
先

自
治

体
、

民
間

企
業

等

委
託
先

自
治

体
、

民
間

企
業

等

委
託
先

民
間

企
業

等

人
件

費
・

諸
謝

金
等

必
要

な
経

費
委
託
対
象
経
費

人
件

費
・

諸
謝

金
等

必
要

な
経

費
委
託
対
象
経
費

人
件

費
・

諸
謝

金
等

必
要

な
経

費
委
託
対
象
経
費

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
等

発
信
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学
校
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
今
後
の
在
り方
に
関
す
る
実
証
研
究

「成
長
戦
略
フォ
ロー
アッ
プ
（
令
和
３
年
６
月
）
」等
を踏
まえ
、
「G
IG
Aス
クー
ル
構
想
」に
より
整
備
され
た
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し、
SI
NE
T（
※
）
の
高
速
性
を生
か
した

質
の
高
い
教
育
を実
現
す
る
た
め
、将
来
的
に
希
望
す
る
自
治
体
が
SI
NE
Tに
接
続
す
る
際
の
接
続
方
法
や
運
用
等
に
つ
い
て
検
討
を行
う必
要
が
あ
る
。

ま
た
、多
くの
小
・中
・高
等
学
校
等
に
お
い
て
、校
務
系
・学
習
系
の
ネ
ット
ワー
クが
論
理
的
又
は
物
理
的
に
分
離
され
、校
務
の
効
率
化
に
資
す
る
も
の
に
な
って
い
な
い
こと
を
解
決

す
る
た
め
の
方
策
や
、高
等
学
校
等
に
お
い
て
多
様
な
IC
T端
末
を校
内
ネ
ット
ワー
クに
安
全
に
接
続
し効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
方
策
な
ど、
デ
ジ
タル
社
会
の
一
層
の
進
展
を見
据

え
た
今
後
の
学
校
ネ
ット
ワー
クの
在
り方
に
つ
い
て
、実
証
的
に
研
究
を行
う必
要
が
あ
る
。

（
※
）
学
術
情
報
ネ
ット
ワ
ー
ク（
SI
NE
T）
…
日
本
全
国
の
大
学
、研
究
機
関
等
の
学
術
情
報
基
盤
とし
て
、国
立
情
報
学
研
究
所
（
NI
I）
が
構
築
、運
用
して
い
る
情
報
通
信
ネ
ット
ワ
ー
ク

背
景
・課
題

事
業
内
容

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

５
億
円

（
前
年
度
予
算
額

３
億
円
）

◆
校
務
系
・学
習
系
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
連
携
に
関
す
る
実
証
研
究
事
業
1.
2億
円
（
新
規
）

（
内
容
）

・
校
務
系
・学
習
系
の
ネ
ット
ワー
ク構
成
に
つ
い
て
、ネ
ット
ワー
ク分
離
を必
要
とし
な
い
、

アク
セ
ス
制
限
を前
提
とし
た
ネ
ット
ワー
ク構
成
に
向
け
て
、ク
ラ
ウ
ド化
や
ア
ク
セ
ス
制
限
、

認
証
な
どの
技
術
的
対
策
等
に
関
す
る
実
証
研
究
を実
施
し、
校
務
の
効
率
化
に
資
す

る
ネ
ット
ワ
ー
ク
構
成
の
実
現
方
法
に
つ
い
て
整
理
を
行
う。

・委
託
先
：
１
団
体
（
民
間
企
業
等
）

・実
証
地
域
数
：
2地
域

・実
証
校
種
：
学
校
設
置
者
（
小
・中
・高
等
学
校
等
）

◆
初
等
中
等
教
育
段
階
の
SI
N
ET
活
用
実
証
研
究
事
業

3.
2億
円
（
R3
~
）

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
、一
定
規
模
の
学
校
数
が
SI
NE
Tに
接
続
した
場
合
の
高
速

大
容
量
通
信
等
に
つ
い
て
技
術
的
な
実
証
等
を行
うこ
とを
踏
まえ
、令
和
４
年
度
に
お
い

て
は
以
下
の
取
組
を行
う。

（
内
容
）

・
初
中
機
関
へ
の
SI
NE
Tの
本
格
開
放
に
向
け
て
、S
IN
ET
と初
中
機
関
を
接
続
す

る
初
中
用
設
備
を
構
築
し、
そ
れ
に
よ
り多
段
とな
る
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
接
続
構
成
に
お

い
て
、自
治
体
単
位
で
の
一
定
規
模
の
接
続
に
よ
る
技
術
的
な
実
証
を行
うと
とも
に
、

自
治
体
の
運
用
方
法
や
調
達
手
続
に
関
す
る
整
理
を行
う。

・委
託
先
：
１
団
体
（
民
間
企
業
等
）

・実
証
地
域
数
：
3地
域
（
小
規
模
／
中
規
模
／
大
規
模
×
各
1）

・実
証
校
種
：
学
校
設
置
者
（
小
・中
・高
等
学
校
等
）

◆
高
等
学
校
等
に
お
け
る
多
様
な
IC
T端
末
の
活
用
に
関
す
る
実
証
研
究
事
業

0.
4億
円
（
新
規
）

（
内
容
）

・
高
等
学
校
段
階
の
端
末
整
備
に
つ
い
て
、個
人
端
末
の
持
ち
込
み
（
BY
O
D
）
を含

め
、多
様
な
実
態
が
あ
る
こと
を踏
まえ
、多
様
な
IC
T端
末
を校
内
ネ
ット
ワー
クに
接
続

す
る
際
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
構
成
・セ
キ
ュリ
テ
ィ対
策
の
モ
デ
ル
例
作
成
や
、多
様
な
端
末
の

使
用
に
伴
い
発
生
す
る
指
導
上
の
課
題
へ
の
対
応
方
策
・学
習
に
お
け
る
効
果
的
な
活

用
方
策
等
に
つ
い
て
実
証
を行
う。

・委
託
先
：
１
団
体
（
民
間
企
業
等
）

・実
証
地
域
数
：
3地
域
（
1地
域
当
た
り1
学
校
を対
象
）

・実
証
校
種
：
学
校
設
置
者
（
高
等
学
校
等
）

大
学
用 初
中
用

SI
NE
Tノ
ー
ド

大
学

SI
NE
T6

※
R4
年
度
～

集
約
拠
点 ・・
・

小
・中
・高
等
学
校

多
段
構
成

イン
ター
ネ
ット
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学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
普
及
促
進
事
業

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

57
億
円

（
前
年
度
予
算
額

22
億
円
）

・G
IG
Aス
クー
ル
構
想
に
よ
り１
人
１
台
端
末
環
境
が
整
備
され
る
中
、I
CT
を
最
大
限
に
活
用
しつ
つ
、学
習
環
境
を
改
善
し、
学
校
教
育
の
質
を
高
め
て
い
くた
め
、

令
和
６
年
度
を
デ
ジ
タル
教
科
書
の
本
格
的
な
導
入
の
最
初
の
契
機
と捉
え
、そ
の
活
用
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

・教
科
書
制
度
の
見
直
しを
含
む
デ
ジ
タル
教
科
書
の
今
後
の
在
り方
に
つ
い
て
は
、教
育
上
の
効
果
や
健
康
面
へ
の
影
響
も
含
め
た
全
国
的
な
実
証
研
究
の
成
果
等
を

踏
ま
え
つ
つ
、更
に
は
財
政
負
担
も
考
慮
しな
が
ら、
今
後
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。（
デジ
タル
教
科
書
の今
後
の在
り方
等
に関
す
る検
討
会
議
第
一
次
報
告
）

・骨
太
の
方
針
や
成
長
戦
略
に
お
い
て
、デ
ジ
タル
教
科
書
の
普
及
促
進
や
現
行
制
度
の
在
り方
や
デ
ジ
タル
教
材
との
連
携
の
検
討
を
求
め
られ
て
い
る
。

事
業
内
容

児
童
生
徒
の
学
び
の
充
実
や
障
害
等
に
よ
る
学
習
上
の
困
難
の
低
減
に
資
す
る
よ
う、

学
校
現
場
に
お
け
る
デ
ジ
タル
教
科
書
の
導
入
を
促
進

①
学
び
の
保
障
・充
実
の
た
め
の
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
実
証
事
業

5,
08
4百
万
円
（
2,
03
3百
万
円
）

・小
・中
学
校
等
を
対
象
とし
て
、１
教
科
分
の
デ
ジ
タル
教
科
書
（
付
属
教
材
を

含
む
）
を
提
供
し普
及
促
進
を
図
る
。

・特
に
効
果
の
期
待
され
る
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
必
要

な
全
員
が
利
用
で
き
る
よ
うに
す
る
。

・令
和
３
年
度
に
生
じた
課
題
の
改
善
状
況
や
全
国
的
な
提
供
に
当
た
って
生
じ

る
新
た
な
課
題
等
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
。

（
ス
キ
ー
ム
）
教
科
書
発
行
者
等
に
業
務
委
託

②
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
ク
ラ
ウ
ド
配
信
等
の
設
計
に
関
す
る

検
証
事
業

33
1百
万
円
（
11
6百
万
円
）

・令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
、実
証
研
究
校
で
の
詳
細
な
調
査
に
よ
る
デ
ジ
タル
教

科
書
の
使
用
に
よ
る
効
果
・影
響
の
検
証
と、
①
の
事
業
と連
携
して
全
国
で
ア
ン

ケ
ー
ト調
査
を
実
施
。教
師
・児
童
生
徒
に
対
す
る
多
数
の
デ
ー
タを
基
に
、効
果

検
証
や
傾
向
・課
題
等
の
分
析
を
行
う。

・新
た
に
、将
来
的
な
活
用
の
在
り方
に
つ
い
て
、デ
ジ
タル
教
材
等
との
連
携
や
学

習
eポ
ー
タル
の
活
用
も
含
め
て
分
析
。ま
た
、学
力
調
査
と連
携
した
デ
ジ
タル
教

科
書
の
教
育
上
の
効
果
の
分
析
の
規
模
を
拡
充
。

（
ス
キ
ー
ム
）
民
間
企
業
等
１
団
体
に
業
務
委
託

③
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
果
・影
響
等
に
関
す
る
実
証
研
究

事
業

10
5百
万
円
（
65
百
万
円
）

・令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
、デ
ジ
タル
教
科
書
の
クラ
ウ
ド配
信
に
よ
る
円
滑
な
導

入
・使
用
を
担
保
す
る
た
め
、本
格
的
な
導
入
に
当
た
って
必
要
な
学
校
に
お
け
る

通
信
環
境
等
を
検
証
す
る
。

・新
た
に
、本
格
的
な
導
入
を
見
据
え
て
デ
ジ
タル
教
科
書
に
必
要
な
機
能
・配
信

環
境
等
を
開
発
・実
装
等
す
る
。

（
ス
キ
ー
ム
）
民
間
企
業
等
９
団
体
（
上
段
1団
体
・下
段
８
団
体
）
に
業
務
委
託

原
則
国
・公
・私
立
の
小
学
校
５
・６
年
生
、中
学
校
全
学
年

（
小
学
校
段
階
の
重
点
校
に
お
い
て
は
１
～
４
年
生
も
対
象
）

特
別
支
援
学
校
（
小
学
部
・中
学
部
）
・学
級
の
全
学
年

※
令
和
３
年
度
に
お
い
て
全
国
約
４
割
の
小
・中
学
校
等
で
実
施
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
全
て
の
小
・中
学
校
等
で
実
施
す
る
よ
う拡
充
。

対
象

校
種 ・ 学
年

背
景 ・ 課
題

・発
達
の
段
階
や
教
科
等
の
特
性
に
応
じた
、デ
ジ
タル
教
科
書
を
活
用
した
効
果

的
な
指
導
法
を
研
究
・実
践
し、
教
師
の
研
修
等
に
資
す
る
発
信
を
行
う。

（
ス
キ
ー
ム
）
民
間
企
業
等
１
団
体
（
全
体
統
括
）
、大
学
・教
育
委
員
会
等
６
団
体

に
業
務
委
託

④
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用
した
教
師
の
指
導
力
向
上
事
業

60
百
万
円
（
新
規
）

・教
科
書
の
検
定
・採
択
・供
給
の
制
度
に
つ
い
て
、デ
ジ
タル
化
に
対
応
した
見
直

しを
行
うた
め
の
仕
組
み
の
調
査
・設
計
や
調
達
支
援

（
ス
キ
ー
ム
）
民
間
企
業
等
1団
体
に
業
務
委
託

⑤
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
した
教
科
書
制
度
の
見
直
しに
向
け
た
調
査
研
究

事
業

71
百
万
円
（
新
規
）
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次
世
代
の
学
校
・教
育
現
場
を
見
据
え
た
先
端
技
術
・教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
推
進

令
和
４
年
度
要
求
・要
望
額
2億
円

（
前
年
度
当
初
予
算
額
1.
6億
円
）

•
「G
IG
Aス
クー
ル
構
想
」
に
よ
り１
人
１
台
端
末
の
活
用
が
進
む
中
、教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
とと
も
に
、新
た
な
政
策
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、目
指
す
べ
き
次
世
代

の
学
校
・教
育
現
場
等
を
見
据
え
た
上
で
、最
先
端
の
技
術
や
、教
育
デ
ー
タの
効
果
的
な
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の
実
証
等
を行
う。

•
教
育
デ
ー
タの
利
活
用
を推
進
し、
学
習
指
導
や
政
策
立
案
の
改
善
に
資
す
る
よう
、「
学
習
指
導
要
領
コー
ド」
をは
じめ
とし
た
様
々
な
デ
ー
タの
付
与
を進
め
る
た
め

の
調
査
研
究
等
を行
う。

趣 旨 ・ 概 要

•
「学
習
指
導
要
領
コー
ド」
の
利
活
用
を
進
め
る
とと
も
に
、コ
ー
ド付
与
を
支
援

す
る
ソフ
トウ
ェア
に
つ
い
て
、「
学
習
指
導
要
領
コー
ド」
に
加
え
、様
々
な
デ
ー

タ
の
付
与
支
援
機
能
の
拡
張
な
どの
機
能
改
善
等
に
係
る
調
査
研
究
を
実
施
。

○
学
習
指
導
要
領
コー
ド
等
の
利
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究

•
学
校
現
場
で
活
用
し得
る
最
新
の
技
術
動
向
を
把
握
・整
理
し、
セ
ンシ
ング

（
画
像
認
識
や
音
声
認
識
）
な
どの
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
な
ど更
な

る
教
育
の
質
の
向
上
や
、教
育
デ
ー
タ
利
活
用
の
標
準
モ
デ
ル
に
関
す
る
検
証

な
ど新
た
な
政
策
課
題
に
対
応
した
実
証
研
究
を実
施
。

○
先
端
技
術
及
び
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
実
証
・検
証

対
象
校
種
：
小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
等

箇
所
数
：
７
箇
所

委
託
先
：
学
校
設
置
者
・学
校
、民
間
事
業
者
、研
究
機
関
等

委
託
対
象
経
費
：
実
証
等
に
係
る
経
費

教
員
の
板
書
行
動
を
検
知

学
習
指
導
要
領
コー
ド等

82
20

26
52

32
00

00
00

デ
ー
タに
よ
る
連
携
イメ
ー
ジ

セ
ンシ
ング
技
術
の
活
用
の
一
例

対
象
校
種
：
小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
等

箇
所
数
：
数
団
体

委
託
先
：
民
間
事
業
者
、研
究
機
関
等

委
託
対
象
経
費
：
調
査
研
究
等
に
係
る
経
費

教
員
の
机
間
巡
視
の
軌
跡
を
可
視
化

[画
像
認
識
]

[音
声
認
識
]

授
業
中
の
発
話
内
容
や
発
話
比
率
を
可
視
化
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 ３．幼児教育スタートプランの実現 
 
                       (前年度当初予算額     4,836 百万円） 
                  令和 4 年度要求・要望額  20,949 百万円 ＋ 事項要求 
 
１．要  旨 

学びや生活の基盤を支える幼児期からの教育の充実を図り、施設類型や地
域、家庭の環境を問わず、全ての子供に対して格差なく質の高い学びを保障す
る「幼児教育スタートプラン」の具体化を強力に推し進める。 

 
 
２．内  容 
（１）「幼保小の架け橋プログラム」の開発・推進 

◆幼保小の架け橋プログラム事業              195 百万円（新規） 
                         〔委託事業者：都道府県、市町村等〕 

幼保小の接続期の教育の質的向上に向け、全ての子供たちの多様性にも配慮し

た上で学びや生活の基盤を育む「幼保小の架け橋プログラム」について、モデル

地域における検証等を通じた開発・改善を行い、実践への効果的な活用の在り方

について調査研究を行う。 

 

 

◆幼児教育施設の機能を生かした幼児の学び強化事業 

57 百万円（57 百万円） 
                         〔委託事業者：都道府県、市町村、大学、幼稚園関係団体等〕 

幼児教育の更なる質的向上を目指し、家庭等との連携強化や切れ目ない幼児教

育の実践、外国人幼児や障害のある幼児等への対応などの課題に対応した指導方

法等の充実のため、調査研究や研修プログラムの開発を実施する。 

 

 

◆幼児教育の理解・発展推進事業                         29 百万円（25 百万円） 
幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針に

基づく活動を着実に実施するため、中央及び都道府県において幼児教育に関する

専門的な研究協議等を行うとともに、その内容を踏まえた具体的な教育課程の編

成や指導の在り方等に関する指導資料等を作成する。 

 

 

◆幼児教育における人材確保・キャリアアップ支援事業 170 百万円（122 百万円） 
                         〔委託事業者：都道府県、市町村、大学、幼稚園関係団体等〕 

質の高い幼児教育・保育の実践の根幹となる人材の確保及びキャリアアップに

必要な取組を総合的かつ効果的に実施し、好事例の横展開を行う。 

 

 

◆幼児教育のデータの蓄積・活用に向けた調査研究      85 百万円（新規） 

                         〔委託事業者：研究機関等〕 

「幼児教育スタートプラン」の実効性を高めるため、幼児教育の好事例等を収

集して活用するとともに、小学校や家庭とも蓄積したデータを共有し、幼児の成

長を保障するためのデータの蓄積、幼児教育施設や小学校・家庭での活用状況等

に関する検証を通じて、効果的なシステムの在り方に関する調査研究を行う。 
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◆ECEC Network 事業の参加                          11 百万円（11 百万円） 
OECD において計画されている「OECD 国際幼児教育・保育従事者調査」及び「デ

ジタル世界における幼児教育・保育の在り方に関する調査研究」に参加し、質の

高い幼児教育の提供に向けた施策展開のための重要な基礎情報を得る。 

※ECEC : Early Childhood Education and Care 

 

 

 

（２）幼児教育の質の向上を支える自治体への支援 
◆幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業〔補助率１／２〕 

420 百万円（207 百万円） 
                                   〔補助事業者：都道府県、市町村〕 

公私立幼稚園・保育所・認定こども園に対して一体的に域内全体の幼児教育の質

の向上を図るため、幼児教育アドバイザーの配置等により、地域の幼児教育に関す

る課題に的確に対応する幼児教育推進体制の活用支援を強化する。 

 
 
 
（３）意欲ある施設の幼児教育の質を支える 

◆教育支援体制整備事業費交付金〔補助率１／２等〕  

2,900 百万円＋事項要求（1,400 百万円）  

〔補助事業者：都道府県〕 
新型コロナウイルス感染症の影響下においても子供たちを安心・安全に育む環

境を確保し、子供たちの学びや生活の基盤を支えるため、幼稚園の ICT 環境整備

に係る費用や感染症対策を実施するために必要となる保健衛生用品等の購入経費

等を支援する。 
 

 

◆私立幼稚園施設整備費補助〔補助率１／３（Is 値 0.3 未満の耐震補強・改築は１／２）〕 

1,335 百万円 ＋ 事項要求（490 百万円） 
                                   〔補助事業者：私立幼稚園の設置者〕 

緊急の課題となっている耐震化のための園舎、外壁や天井等の非構造部材の耐

震対策等に要する経費とともに、預かり保育への対応や感染症予防の観点からの

衛生環境の改善、防犯対策、バリアフリー化等に要する経費の一部を補助する。 

 

 

◆認定こども園施設整備交付金〔補助率１／２〕  

15,747 百万円 ＋ 事項要求（2,524 百万円） 

                                   〔補助事業者：都道府県〕 
認定こども園等の施設整備、園舎の耐震化、感染症予防の観点からの衛生環境

の改善、防犯対策に要する経費の一部を補助する。 
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幼
児

教
育

ス
タ

ー
ト

プ
ラ

ン
の

実
現

学
び

や
生

活
の

基
盤

を
支

え
る

幼
児

期
か

らの
教

育
の

充
実

を
図

り、
施

設
類

型
や

地
域

、家
庭

の
環

境
を

問
わ

ず
、全

て
の

子
供

に
対

して
格

差
な

く質
の

高
い

学
び

を
保

障
す

る
「幼

児
教

育
ス

タ
ー

トプ
ラ

ン
」の

具
体

化
を

強
力

に
推

し進
め

る
。

１
「幼

保
小

の
架

け
橋

プ
ロ

グ
ラ

ム
」の

開
発

・推
進

5.
5億

円
（

2.
1億

円
）

幼
保

小
の

接
続

期
の

教
育

の
質

的
向

上
に

向
け

、全
て

の
子

供
た

ち
の

多
様

性
に

も
配

慮
した

上
で

学
び

や
生

活
の

基
盤

を
育

む
「幼

保
小

の
架

け
橋

プ
ロ

グ
ラ

ム
」に

つ
い

て
、モ

デ
ル

地
域

に
お

け
る

検
証

等
を

通
じた

開
発

・改
善

を
行

う。
ま

た
、幼

児
教

育
人

材
の

確
保

・資
質

能
力

の
向

上
や

デ
ー

タ
の

蓄
積

・活
用

を
行

い
、幼

保
小

の
架

け
橋

プ
ログ

ラム
の

推
進

の
基

盤
を

整
備

す
る

。
■

幼
保

小
の

架
け

橋
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
業

2.
0億

円
（

新
規

）
■

幼
児

教
育

施
設

の
機

能
を

生
か

した
幼

児
の

学
び

強
化

事
業

0.
6億

円
（

0.
6億

円
）

■
幼

児
教

育
の

理
解

・発
展

推
進

事
業

0.
3億

円
（

0.
2億

円
）

■
幼

児
教

育
に

お
け

る
人

材
確

保
・キ

ャリ
ア

ア
ップ

支
援

事
業

1.
7億

円
（

1.
2億

円
）

■
幼

児
教

育
の

デ
ー

タ
の

蓄
積

・活
用

に
向

け
た

調
査

研
究

0.
8億

円
（

新
規

）
等

３
意

欲
あ

る
施

設
の

幼
児

教
育

の
質

を
支

え
る

20
0億

円
（

44
億

円
）

新
型

コロ
ナ

対
策

、I
CT

環
境

整
備

、施
設

整
備

な
ど、

それ
ぞ

れ
の

園
に

お
け

る
日

々
の

教
育

実
践

に
必

要
な

取
組

を
支

援
す

る
。

■
教

育
支

援
体

制
整

備
事

業
費

交
付

金
29

億
円

（
14

億
円

）
＋

事
項

要
求

■
私

立
幼

稚
園

施
設

整
備

費
13

億
円

（
5億

円
）

＋
事

項
要

求
■

認
定

こど
も

園
施

設
整

備
交

付
金

15
7億

円
（

25
億

円
）

＋
事

項
要

求

令
和

4年
度

要
求

・要
望

額
20

9億
円

＋
事

項
要

求
（

前
年

度
予

算
額

48
億

円
）

２
幼

児
教

育
の

質
の

向
上

を
支

え
る

自
治

体
へ

の
支

援
4.

2億
円

（
2.

1億
円

）
地

域
全

体
の

幼
児

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、幼
児

教
育

ア
ドバ

イ
ザ

ー
の

配
置

等
に

よ
り、

地
域

の
幼

児
教

育
に

関
す

る
課

題
に

的
確

に
対

応
す

る
自

治
体

の
幼

児
教

育
推

進
体

制
の

活
用

支
援

を
強

化
す

る
。

■
幼

児
教

育
推

進
体

制
を

活
用

した
地

域
の

幼
児

教
育

の
質

向
上

強
化

事
業

4.
2億

円
（

2.
1億

円
）
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対
象
校
種

モ
デ

ル
地

域
１

２
箇

所
、

８
０

０
万

円
/箇

所
１

年
等

箇
所
数

単
価
、
期
間

モ
デ

ル
地

域
とし

て
都

道
府

県
、市

区
町

村
等

委
託
先

調
査

研
究

に
必

要
な

経
費

（
人

件
費

、設
備

備
品

費
、委

員
旅

費
、謝

金
等

）
委
託

対
象
経
費

背 景
幼

保
小

の
接

続
期

の
教

育
の

質
的

向
上

に
向

け
、全

て
の

子
供

た
ち

の
多

様
性

に
も

配
慮

した
上

で
学

び
や

生
活

の
基

盤
を

育
む

「幼
保

小
の

架
け

橋
プ

ロ
グ

ラ
ム

」に
つ

い
て

、モ
デ

ル
地

域
に

お
け

る
検

証
等

を
通

じた
開

発
・改

善
を

行
い

、実
践

へ
の

効
果

的
な

活
用

の
在

り方
に

つ
い

て
調

査
研

究
を

行
う。

事
業

内
容

モ
デ

ル
地

域
に

お
け

る
検

証
等

を
通

じた
「幼

保
小

の
架

け
橋

プ
ログ

ラム
」の

開
発

・改
善

中
央

教
育

審
議

会
初

等
中

等
教

育
分

科
会

「幼
児

教
育

と小
学

校
教

育
の

架
け

橋
特

別
委

員
会

」に
お

け
る

議
論

の
成

果
を

踏
ま

え
つ

つ
、「

幼
児

期
の

終
わ

りま
で

に
育

って
ほ

しい
姿

」を
手

掛
か

りに
、

各
園

の
創

意
工

夫
を

生
か

して
幼

児
の

体
験

の
幅

を
広

げ
質

を
深

め
、学

び
や

生
活

の
基

盤
を

育
む

『幼
保

小
の

架
け

橋
プ

ロ
グ

ラ
ム

』、
幼

児
自

身
だ

け
で

な
く家

庭
とも

共
有

で
き

る
よ

うな
、体

験
を

通
じた

学
び

を
支

援
す

る
教

材
を

開
発

・改
善

す
る

。

※
重

点
的

な
検

証
実

施
園

を
指

定
※

重
点

的
な

検
証

実
施

園
を

指
定

モ
デ

ル
地

域
の

成
果

検
証

※
研

究
機

関
に

よる
客

観
的

な
成

果
検

証
※

全
国

展
開

に
向

け
た

提
言

現
地

調
査

等

幼
稚

園
、保

育
所

、認
定

こど
も

園
、小

学
校

モ
デ

ル
地

域
で

の
実

践

研
修

を
通

じて
、幼

児
の

体
験

の
幅

を
広

げ
質

を
深

め
る

実
践

の
在

り方
等

を
調

査
研

究

令
和

4年
度

要
求

・要
望

額
2.

0億
円

( 
新

規
)

幼
保

小
の

架
け

橋
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
業
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幼
稚

園
等

対
象

校
種

１
５

箇
所

３
７

０
万

円
/箇

所
１

年

箇
所
数

単
価

期
間

都
道

府
県

、市
区

町
村

、大
学

、幼
稚

園
団

体
委
託
先

調
査

研
究

に
必

要
な

経
費

（
人

件
費

、設
備

備
品

費
、委

員
旅

費
、謝

金
等

）
委
託

対
象
経
費

背 景

幼
児

期
の

教
育

は
、生

涯
に

わ
た

る
人

格
形

成
の

基
礎

を培
う重

要
な

も
の

で
あ

る
。幼

児
教

育
施

設
の

有
す

る
機

能
を家

庭
や

地
域

に
提

供
す

る
こと

に
よ

り、
幼

児
教

育
施

設
入

園
前

の
幼

児
も

含
め

、幼
児

期
に

ふ
さわ

しい
学

び
を深

め
て

い
くこ

とが
重

要
で

あ
る

。そ
して

、幼
児

教
育

施
設

入
園

後
に

は
、外

国
人

幼
児

や
障

害
の

あ
る

幼
児

等
へ

の
対

応
な

ど、
幼

児
教

育
が

今
直

面
して

い
る

課
題

に
関

す
る

指
導

方
法

等
の

充
実

を
図

る
こと

に
より

、幼
児

が
園

で
の

活
動

を
通

して
学

び
を

深
め

て
い

くこ
とが

重
要

で
あ

る
。

事
業

内
容

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

下
に

お
け

る
切

れ
目

な
い

幼
児

教
育

の
実

践

幼
児

の
豊

か
な

行
動

を
引

き
出

す
環

境
の

構
築

や
教

師
に

よ
る

適
切

な
指

導
を支

援
す

る
た

め
の

調
査

研
究

を
実

施
す

る
。具

体
的

に
は

、新
型

コロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

取
りな

が
ら効

果
的

な
幼

児
教

育
の

実
践

を図
る

た
め

、I
CT

機
器

の
活

用
方

策
な

ど幼
児

教
育

の
在

り方
等

に
関

す
る

調
査

研
究

を実
施

す
る

。

特
別

な
配

慮
を

必
要

とす
る

幼
児

へ
の

指
導

の
充

実
に

関
す

る
調

査
研

究

【研
修

プロ
グ

ラム
】

言
語

を生
活

や
遊

び
を通

して
教

え
る

とい
う幼

児
期

の
特

性
を

踏
まえ

て
開

発
【実

証
研

究
テ

ー
マ（

例
）

】
・外

国
人

幼
児

が
日

本
で

の
園

生
活

に
親

しん
で

い
くた

め
に

有
効

な
教

材
の

開
発

・小
学

校
教

育
へ

の
円

滑
な

接
続

を踏
ま

え
た

活
動

や
小

学
校

との
連

携
の

在
り方

【研
修

プロ
グ

ラム
】

社
会

性
や

言
語

等
が

これ
か

ら発
達

して
い

くと
い

った
幼

児
期

の
特

性
を

踏
ま

え
て

開
発

【実
証

研
究

テ
ー

マ
（

例
）

】
・早

期
発

見
に

資
す

る
アセ

ス
メン

トの
開

発
や

活
用

・小
学

校
教

育
へ

の
円

滑
な

接
続

を踏
まえ

た
活

動
や

小
学

校
との

連
携

の
在

り方

外
国

人
幼

児
等

障
害

の
あ

る
幼

児
等

幼
児

教
育

施
設

の
機

能
を

生
か

した
幼

児
の

学
び

強
化

事
業

令
和

4年
度

要
求

・要
望

額
0.

6億
円

(前
年

度
予

算
額

0.
6億

円
)

家
庭

等
との

連
携

強
化

に
関

す
る

調
査

研
究

幼
児

教
育

施
設

の
機

能
を

家
庭

や
地

域
に

提
供

し、
幼

児
の

学
び

を
強

化
す

る
た

め
、子

育
て

の
支

援
に

お
け

る
幼

稚
園

へ
の

３
歳

児
未

満
等

の
受

入
れ

の
在

り方
や

、家
庭
で
も
活
用
で
き
る
保
育
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど

に
関

す
る

調
査

研
究

を
実

施
す

る
。
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令
和

4年
度

要
求

・要
望

額
0.

3億
円

(前
年

度
予

算
額

0.
2億

円
)

４
７

箇
所

５
０

万
円

/箇
所

１
年

対
象

校
種

箇
所
数

単
価

期
間

支
出
先

都
道

府
県

協
議

会
に

必
要

な
経

費
（

委
員

等
旅

費
、諸

謝
金

、教
職

員
研

修
費

）
対
象
経
費

目 的

○
幼

稚
園

教
育

要
領

、幼
保

連
携

型
認

定
こど

も
園

教
育

・保
育

要
領

、保
育

所
保

育
指

針
の

整
合

性
が

図
られ

て
お

り、
これ

らの
正

しい
理

解
の

下
、幼

児
教

育
施

設
が

一
体

とな
って

、幼
児

に
対

して
適

切
な

指
導

が
行

わ
れ

る
こと

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
○

幼
児

教
育

施
設

を
取

り巻
く現

状
を

踏
ま

え
、研

究
協

議
会

の
開

催
や

指
導

資
料

等
の

作
成

を
行

い
、先

進
的

な
実

践
や

幼
保

小
の

架
け

橋
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

理
解

を
深

め
る

。
事

業
内

容

幼
児

教
育

の
理

解
・発

展
推

進
事

業

オ
ン

ライ
ン

も
活

用
し

な
が

ら、
都

道
府

県
に

お
い

て
、

公
私

を
問

わ
ず

、幼
稚

園
教

諭
、保

育
士

、保
育

教
諭

を
対

象
に

、幼
保

小
架

け
橋

プ
ロ

グ
ラム

な
ど、

幼
児

教
育

に
関

す
る

専
門

的
な

研
究

協
議

等
を

行
い

、そ
の

成
果

を
中

央
協

議
会

に
お

い
て

発
表

・共
有

す
る

こと
で

、さ
らな

る
幼

児
教

育
の

振
興

・充
実

を
図

る
。

中
央

協
議

会
（

文
部

科
学

省
）

（
都

道
府

県
協

議
会

の
成

果
の

発
表

、先
進

事
例

の
発

表
等

）

都
道

府
県

協
議

会
（

教
育

委
員

会
）

１
．

幼
稚

園
、保

育
所

、認
定

こど
も

園
を

対
象

とし
た

幼
稚

園
教

育
要

領
等

に
関

す
る

こと
２

．
幼

保
小

架
け

橋
プロ

グ
ラム

に
関

す
る

こと

協
議

主
題

の
提

示
、

中
央

協
議

会
へ

の
参

加
依

頼
等

協
議

の
成

果
報

告
、

中
央

協
議

会
へ

の
参

加
等

幼
稚

園
、保

育
所

、認
定

こど
も

園

幼
児

教
育

の
理

解
・発

展
推

進
事

業

幼
児

教
育

実
施

の
た

め
の

指
導

資
料

の
作

成

幼
稚

園
教

育
要

領
等

に
基

づ
く活

動
を

着
実

に
実

施
す

る
た

め
、そ

の
内

容
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

教
育

課
程

の
編

成
や

指
導

の
在

り方
等

に
関

す
る

指
導

資
料

等
を

作
成

す
る

。
例

：
家

庭
との

連
携

、子
育

て
支

援
の

在
り方

に
つ

い
て

都
道

府
県

※
幼

児
教

育
実

施
の

た
め

の
指

導
資

料
の

作
成

は
本

省
執

行

公
私

立
幼

稚
園

、保
育

所
、幼

保
連

携
型

認
定

こど
も

園
、小

学
校

の
教

職
員

の
参

加
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幼
児
教
育
ス
タ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
実
践
者
と
な
る
質
の
高
い
人
材
が
園
に
定
着
し
、
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
体
系
的
に
資
質
を
向
上
さ
せ
て
い
け
る

よ
う
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
取
組
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
好
事
例
の
横
展
開
を
行
う
必
要
性

再
就
職
・
転
職
に
よ
る
採
用
の
促
進

自
治

体
・幼

稚
園

団
体

等
1,

30
0万

円
10

団
体

（
人

材
確

保
等

）
養

成
校

等
20

0万
円

18
団

体
（

免
許

法
認

定
講

習
の

開
設

等
）

事
業

規
模

委
託
先○
大
学
・
教
育
委
員
会
に
よ
る
免
許
法
認
定
講
習
の
開
設
等

自
治

体
・幼

稚
園

団
体

・養
成

校
等

・ミ
ス

マ
ッチ

解
消

に
よ

る
早

期
離

職
防

止
・幼

児
教

育
施

設
へ

の
志

望
者

の
増

課 題

養
成

校
等

幼
児

教
育

に
お

け
る

人
材

確
保

・キ
ャリ

ア
ア

ップ
支

援
事

業
令

和
4年

度
要

求
・要

望
額

1.
7億

円
(前

年
度

予
算

額
1.

2億
円

)

養
成
校
か
ら
の
採
用
の
強
化

定
着
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

○
養
成
校
生
の
多
く
が
他
業
種
へ
就
職

○
平
均
勤
続
年
数
が
短
い

○
離
職
者
の
再
就
職
が
少
な
い

な
ど
に
よ
り
、
人
材
需
要
の
高
止
ま
り
に
供
給
が
追
い
付
い
て
い
な
い

現 状

自
治

体

幼
児

教
育

関
係

機
関

養
成

校
各

園
○

全
国

的
な

就
職

動
向

、学
生

の
志

向
を

踏
ま

え
た

採
用

活
動

の
実

施
○

男
子

学
生

な
ど園

へ
の

就
職

実
績

が
少

な
い

層
へ

の
ア

プ
ロー

チ
幼

稚
園

教
諭

の
男

女
比

…
約

1:
14

取 組 例

経
験

豊
富

な
人

材
が

園
に

復
帰

す
る

キ
ャリ

ア
パ

ス
の

確
立

課 題

○
再
就
職
者
自
身
の
子
供
へ
の

保
育
や
子
育
て
支
援
の
充
実

○
離
職
者
等
の
人
材
情
報
の
集
約
と

復
職
・
転
職
に
向
け
た
情
報
発
信

取 組 例

・質
の

高
い

人
材

の
定

着
・キ

ャリ
ア

ア
ップ

を
一

層
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

指
導

力
が

成
熟

す
る

の
は

10
年

との
研

究
平

均
勤

続
年

数
は

約
７

年

・キ
ャリ

ア
ス

テ
ー

ジ
に

合
わ

せ
た

資
質

向
上

の
機

会
の

確
保

O
EC

D幼
児

教
育

・保
育

白
書

に
よ

れ
ば

、資
質

向
上

の
機

会
は

教
育

の
質

を
向

上
させ

る
だ

け
で

な
く、

離
職

率
の

低
下

とも
関

連
す

る

取 組課 題

・幼
稚

園
教

諭
・保

育
教

諭
は

二
種

免
許

状
保

有
者

が
多

い
※

R1
年

度
幼

稚
園

教
諭

：
71

%
小

学
校

教
諭

：
13

％
※

一
種

免
許

状
の

取
得

機
会

は
拡

大
して

い
る

が
、中

央
教

育
審

議
会

の
議

論
を

踏
ま

え
な

が
ら、

資
質

向
上

に
一

層
資

す
る

免
許

上
進

の
在

り方
を

検
証

す
る

必
要

ୖ ਻

○
預

か
り保

育
の

専
任

者
、業

務
支

援
員

等
を

活
用

し
た

「ジ
ョブ

型
雇

用
」の

展
開

○
体

系
的

な
研

修
実

施
、履

歴
管

理
及

び
受

講
促

進
の

た
め

の
広

域
的

な
シ

ス
テ

ム
構

築

਄ ੌ ୻

幼
児

教
育

関
係

機
関

自
治

体

離
職

者
等

自
治

体

幼
児

教
育

関
係

機
関

各
園

R
1
年
度
幼
稚
園
教
諭

離
職
者
の
年
齢

他
3
0
歳

未
満

6
7
%

H
3
0
年
度
幼
稚
園
教
諭

免
許
取
得
学
生
の
就
職
先

幼
稚
園
等

2
6
%

そ
れ
以
外

全
職
種

保
育
士

幼
稚
園
教
員

R
2

R
１

H
3
0

H
2
9

H
2
8

1
.3

2
.0
3

1
.2
2

2
.4
7

1
.6
6

1
.3
5

1
.4
5

1
.4
5

1
.0
8

2
.1
1

2
.3

2
.4
6

2
.8
2

2
.9
9

2
.7
2

有
効
求
人
倍
率
の
推
移
（
年
平
均
）

全
職
種

幼
稚
園

教
諭

保
育
士

30



対
象
校
種

シ
ス

テ
ム

構
築

3,
00

0万
円

、１
箇

所
、１

年
デ

ー
タ収

集
5,

00
0万

円
、１

箇
所

、１
年

箇
所
数

期
間

研
究

機
関

等
委
託
先

調
査

研
究

に
必

要
な

経
費

（
人

件
費

、設
備

備
品

費
等

）
委
託

対
象
経
費

目 的

幼
児

の
多

様
性

に
配

慮
し、

幼
児

の
学

び
や

発
達

を
促

す
よ

うな
保

育
の

充
実

を
図

る
とと

も
に

、幼
児

教
育

の
成

果
が

小
学

校
教

育
に

つ
な

が
る

仕
組

み
の

構
築

が
求

め
られ

て
い

る
。こ

の
た

め
、幼

児
教

育
施

設
に

お
け

る
幼

児
教

育
の

好
事

例
等

を
収

集
して

活
用

す
る

とと
も

に
、

小
学

校
や

家
庭

とも
蓄

積
した

デ
ー

タ
を

共
有

し、
幼

児
の

成
長

を
保

障
す

る
た

め
の

デ
ー

タの
蓄

積
、幼

児
教

育
施

設
や

小
学

校
・家

庭
で

の
活

用
状

況
等

に
関

す
る

検
証

を
通

じて
、効

果
的

な
シ

ス
テ

ム
の

在
り方

に
関

す
る

調
査

研
究

を
行

う。
事

業
内

容

幼
児

教
育

の
デ

ー
タ

の
蓄

積
・活

用
に

向
け

た
調

査
研

究
令

和
4年

度
要

求
・要

望
額

0.
8億

円
( 

新
規

)

幼
稚

園
、保

育
所

、認
定

こど
も

園

・
遊
び
を
通
し
て

学
ん
で
い
る
こ
と

・
保
育
者
の
関
わ
り

な
ど
の
デ
ー
タ

蓄
積

整
理

分
類

検
索

可
能

家
庭

幼
児
教
育
施
設

小
学
校

保
育
に

活
用

子
育
て
の

ヒ
ン
ト

幼
児
の

育
ち
の

共
有

幼
児
教

育
施
設

家
庭

福
祉

機
関
等

地
域
の

幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー国
に
よ
る

検
証

大
学

施
設
類
型
や
地
域
、
家
庭
の
環

境
を
問
わ
ず
、
全
て
の
子
供
に

対
し
て
格
差
な
く
質
の
高
い
学

び
の
保
障
へ
の
寄
与
と
い
っ
た

観
点
か
ら
、
関
係
機
関
と
も
連

携
し
検
証

評 価 ・ 検 証 に よ る 改 善
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○
質

の
高

い
幼

児
期

の
教

育
の

提
供

を
基

本
理

念
とす

る
「子

ども
・子

育
て

支
援

新
制

度
」の

開
始

、幼
児

教
育

・保
育

の
無

償
化

の
実

施
に

加
え

て
、令

和
２

年
9月

の
G2

0教
育

大
臣

会
合

に
お

い
て

質
の

高
い

幼
児

教
育

へ
の

ア
クセ

ス
の

重
要

性
が

宣
言

され
る

な
ど、

国
内

外
で

幼
児

教
育

の
質

に
対

す
る

関
心

が
高

ま
って

い
る

とこ
ろ

。

○
この

た
め

、O
EC

D
が

実
施

す
る

国
際

幼
児

教
育

・保
育

従
事

者
調

査
等

に
参

加
し、

質
の

高
い

幼
児

教
育

を
提

供
す

る
た

め
の

基
礎

デ
ー

タ
の

整
備

に
貢

献
す

る
とと

も
に

、こ
れ

らの
事

業
へ

の
参

加
に

よ
り、

国
際

比
較

可
能

な
幼

児
教

育
・保

育
施

設
の

活
動

実
態

に
関

す
る

デ
ー

タ
や

、各
国

の
好

事
例

な
ど、

質
の

高
い

幼
児

教
育

の
提

供
に

向
け

た
施

策
展

開
の

た
め

の
重

要
な

基
礎

情
報

を
得

る
こと

とす
る

。

※
拠

出
金

に
つ

い
て

は
、文

部
科

学
省

、厚
生

労
働

省
、内

閣
府

で
按

分
して

負
担

。
※

国
内

に
お

け
る

調
査

実
施

の
事

務
的

経
費

に
つ

い
て

は
国

立
教

育
政

策
研

究
所

で
負

担
。

事
業

の
主

な
概

要

勤
務

環
境

や
研

修
な

どの
保

育
者

の
資

質
・能

力
の

向
上

に
関

す
る

状
況

等
に

関
す

る
第

２
期

サ
イ

ク
ル

が
20

21
年

か
ら

開
始

。
第

１
期

調
査

(2
01

8年
)で

は
、日

本
の

保
育

者
の

研
修

等
に

よ
る

専
門

性
向

上
へ

の
意

識
の

高
さ

な
どが

明
らか

に
な

った
一

方
、保

育
者

の
処

遇
や

社
会

的
評

価
、保

育
者

の
不

足
等

に
つ

い
て

の
課

題
も

あ
り、

調
査

結
果

を
参

考
に

施
策

立
案

に
活

用
。

デ
ジ

タ
ル

テ
ク

ノロ
ジ

ー
の

普
及

に
よ

って
も

た
らさ

れ
る

社
会

的
・経

済
的

変
化

に
対

応
して

、幼
児

教
育

・保
育

が
子

供
た

ち
の

学
び

や
発

達
等

を
効

果
的

に
支

援
して

い
くた

め
の

方
策

等
を

調
査

。2
02

1年
か

ら
20

23
年

に
か

け
て

調
査

・公
表

予
定

。

次
年

度
実

施
の

下
記

の
事

業
に

参
画

し、
幼

児
教

育
の

質
向

上
の

た
め

の
施

策
立

案
に

活
か

す
。

○
O

EC
D

国
際

幼
児

教
育

・保
育

従
事

者
調

査
※

20
18

年
調

査
勤

務
環

境
や

研
修

な
どの

保
育

者
の

資
質

・能
力

の
向

上
に

関
す

る
状

況
等

を
調

査
。

○
幼

児
教

育
の

多
面

的
な

質
に

関
す

る
調

査
研

究
※

20
19

～
20

20
年

調
査

各
国

に
お

け
る

幼
児

教
育

の
質

向
上

に
関

す
る

政
策

に
つ

い
て

調
査

し、
幼

児
教

育
の

多
面

的
な

質
に

関
す

る
政

策
フレ

ー
ム

ワー
クを

作
成

。

過
去

の
参

加
実

績

O
EC

D国
際

幼
児

教
育

・保
育

従
事

者
調

査
(S

ta
rt

in
g 

St
ro

ng
 T

ea
ch

in
g 

an
d 

Le
ar

ni
ng

 I
nt

er
na

tio
na

l S
ur

ve
y（

TA
LI

S
St

ar
tin

g
St

ro
ng

）
）

デ
ジ

タル
世

界
に

お
け

る
幼

児
教

育
・保

育
の

在
り方

に
関

す
る

調
査

研
究

（
Ea

rly
ch

ild
ho

od
ed

uc
at

io
n

an
d

ca
re

in
a

di
gi

ta
lw

or
ld

）

O
EC

D
EC

EC
 N

et
w

or
k事

業
へ

の
参

加
令

和
４

年
度

要
求

・要
望

額
0.

1億
円

(前
年

度
予

算
額

0.
1億

円
)

背 景 ・ 目 的

32



背 景

域
内

全
体

の
幼

児
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、幼

児
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

配
置

等
に

よ
り、

地
域

の
幼

児
教

育
に

関
す

る
課

題
に

的
確

に
対

応
す

る
幼

児
教

育
推

進
体

制
の

活
用

支
援

を
強

化

○
複

数
の

施
設

類
型

が
存

在
し、

私
立

が
多

い
幼

児
教

育
の

現
場

に
お

い
て

、公
私

・施
設

類
型

問
わ

ず
保

育
者

の
専

門
性

の
向

上
等

の
取

組
を

一
体

的
に

推
進

す
る

た
め

に
は

、幼
稚

園
教

育
要

領
等

の
着

実
な

実
施

、小
学

校
教

育
へ

の
円

滑
な

接
続

、特
別

な
配

慮
を

必
要

とす
る

幼
児

へ
の

対
応

な
ど教

育
内

容
面

で
の

質
向

上
を

担
う地

方
公

共
団

体
の

体
制

の
充

実
が

必
要

。
○

ま
た

、幼
児

教
育

施
設

の
教

職
員

が
幼

児
教

育
の

質
向

上
に

しっ
か

り向
き

合
うこ

とが
で

き
る

よ
う、

地
域

の
幼

児
教

育
に

関
す

る
課

題
に

対
して

的
確

に
対

応
した

保
健

・福
祉

等
の

専
門

職
を

は
じめ

とし
た

人
的

体
制

の
充

実
を

図
る

こと
が

必
要

。

事
業

内
容

•幼
児

教
育

ア
ドバ

イ
ザ

ー
の

配
置

、質
向

上
の

た
め

の
取

組
、新

規
ア

ドバ
イ

ザ
ー

の
育

成

•幼
児

教
育

推
進

体
制

未
実

施
地

域
の

整
備

促
進

策
に

関
す

る
実

証
研

究
＜

新
規

＞
•幼

児
教

育
推

進
体

制
を

活
用

した
、コ

ロ
ナ

で
実

習
等

に
制

約
の

あ
った

内
定

者
等

学
生

支
援

（
※

）
＜

新
規

＞

•研
修

・巡
回

訪
問

の
充

実
（

保
健

、福
祉

等
の

専
門

職
を

含
む

）
、域

内
の

幼
保

小
接

続
の

推
進

（
幼

保
小

接
続

担
当

の
幼

児
教

育
ア

ドバ
イ

ザ
ー

の
配

置
＜

新
規

＞
）

、公
開

保
育

等
の

実
施

支
援

•都
道

府
県

・市
町

村
の

連
携

を
含

め
た

関
係

者
間

の
情

報
共

有
等

、域
内

全
体

に
お

け
る

幼
児

教
育

の
質

向
上

を
図

る
た

め
の

仕
組

み
作

り

•地
域

の
幼

児
教

育
に

関
す

る
課

題
へ

の
的

確
な

対
応

の
た

め
の

、保
健

、福
祉

等
の

専
門

職
との

効
果

的
な

連
携

＜
拡

充
＞

都
道

府
県

、市
町

村
補
助
対
象

（
補

助
）

８
５

０
万

円
程

度
（

１
／

２
）

×
７

５
団

体
（

委
託

）
６

０
万

円
程

度
×

３
０

団
体

、２
５

０
万

円
程

度
×

３
０

団
体

単
価
・
個
所
数

・
補
助
率

・幼
児

教
育

ア
ドバ

イザ
ー

配
置

に
必

要
な

経
費

（
人

件
費

等
）

・専
門

職
との

連
携

に
必

要
な

経
費

（
謝

金
等

）
・研

修
・巡

回
訪

問
等

に
必

要
な

経
費

（
謝

金
、旅

費
等

）

補
助

対
象
経
費

体
制

の
充

実

体
制

整
備

促
進

策
及

び
体

制
を

活
用

した
支

援
方

策
の

検
討

等

体
制

の
活

用

域
内

全
体

へ
の

波
及

○
○

県
(市

)幼
児

教
育

セ
ン

タ
ー

幼
児

教
育

ア
ドバ

イ
ザ

ー
の

配
置

・育
成

[以
下

要
件

]
・幼

児
教

育
セ

ンタ
ー

の
設

置
・担

当
部

局
一

元
化

（
Ｐ

Ｔ
等

で
の

対
応

可
）

・小
学

校
指

導
担

当
課

との
連

携
体

制
確

保

保
健

、福
祉

等
の

専
門

職
との

連
携

幼
児

教
育

推
進

体
制

を
活

用
した

地
域

の
幼

児
教

育
の

質
向

上
強

化
事

業
令

和
４

年
度

要
求

・要
望

額
4.

2億
円

(前
年

度
予

算
額

2.
1億

円
)

（
※
）
実
践
機
会
の
提
供
等
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園
務

改
善

を
は

じめ
、オ

ンラ
イン

に
よ

る
教

員
研

修
や

保
育

参
観

、保
育

動
画

の
配

信
や

ア
プ

リを
利

用
した

家
庭

との
連

絡
な

ど、
「新

た
な

日
常

」に
対

応
した

IC
T環

境
整

備
を

支
援

～
国

１
/２

国
３

/４

幼
稚

園
、幼

稚
園

型
認

定
こど

も
園

、
幼

保
連

携
型

認
定

こど
も

園
幼

稚
園

・認
定

こど
も

園
・保

育
所

の
教

職
員

等
幼

稚
園

教
諭

免
許

状
を

有
しな

い
保

育
士

等
学

校
法

人
幼

稚
園

、幼
稚

園
型

認
定

こど
も

園

(1
) 

遊
具

・運
動

用
具

等
の

整
備

費
用

(2
) 

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
拡

大
の

防
止

の
た

め
、保

健
衛

生
用

品
の

購
入

な
ど、

感
染

症
対

策
の

徹
底

に
必

要
な

経
費

対
象

校
種 ・ 想
定

人
材

都
道

府
県

実
施

主
体

補
助
対
象

経
費

物
品

等
の

購
入

費
等

研
修

参
加

費
免

許
取

得
受

講
料

等
事

務
職

員
雇

用
費

等
端

末
・情

報
シ

ス
テ

ム
導

入
費

等

補
助

割
合

1

認
定

こど
も

園
の

設
置

を
支

援
す

る
とと

も
に

、新
型

コロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

しっ
か

りと
実

施
しつ

つ
、幼

児
を

健
や

か
に

育
む

た
め

に
必

要
な

環
境

整
備

を
推

進
す

る
。

幼
児

教
育

の
質

の
向

上
の

た
め

の
緊

急
環

境
整

備

2
認

定
こど

も
園

等
に

お
け

る
教

育
の

質
の

向
上

の
た

め
の

研
修

支
援

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、教
職

員
等

を
対

象
とし

た
研

修
を

支
援

3
保

育
教

諭
確

保
の

た
め

の
幼

稚
園

教
諭

免
許

状
取

得
支

援
保

育
教

諭
を

確
保

す
る

た
め

、保
育

士
資

格
を

有
す

る
者

の
幼

稚
園

教
諭

免
許

状
取

得
を

支
援

4
認

定
こど

も
園

等
へ

の
円

滑
な

移
行

の
た

め
の

準
備

支
援

認
定

こど
も

園
等

に
移

行
す

る
準

備
に

必
要

な
経

費
を

支
援

5
IC

T環
境

整
備

の
支

援

１ 2 3 4 5

１
4

5

教
育

支
援

体
制

整
備

事
業

費
交

付
金

１ 2 3 4 5令
和

4年
度

要
求

・要
望

額
29

億
円

＋
事

項
要

求
(前

年
度

予
算

額
14

億
円

)

令
和

2年
度

第
1次

補
正

予
算

額
36

億
円

、令
和

2年
度

第
2次

補
正

予
算

額
30

億
円

令
和

2年
度

第
3次

補
正

予
算

額
38

億
円
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私
立

の
幼

稚
園

対
象

校
種

事
業

者
（

学
校

設
置

者
）

実
施

主
体

国
１

/３
、事

業
者

２
/３

※
地

震
に

よ
る

倒
壊

等
の

危
険

性
が

高
い

施
設

の
耐

震
改

築
・補

強
国

１
/２

、事
業

者
１

/２

補
助

割
合

工
事

費
、実

施
設

計
費

、耐
震

診
断

費
等

補
助
対
象

経
費

緊
急

の
課

題
とな

って
い

る
耐

震
化

の
た

め
の

園
舎

、外
壁

や
天

井
等

の
非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
、防

犯
対

策
、ア

ス
ベ

ス
ト対

策
、付

帯
設

備
の

エ
コ改

修
等

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

。特
に

、預
か

り保
育

な
どコ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

子
供

を
安

心
して

育
て

る
こと

が
で

き
る

環
境

整
備

や
、感

染
症

予
防

の
観

点
か

ら
の

衛
生

環
境

の
改

善
を促

進
す

る
。

１
耐

震
補

強
工

事
・・

・
耐

震
補

強
、非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
、防

災
機

能
強

化

２
防

犯
対

策
工

事
・・

・
門

・フ
ェン

ス
・防

犯
監

視
シ

ス
テ

ム
等

の
設

置
工

事

４
ア

ス
ベ

ス
ト等

対
策

工
事

・・
・

吹
き

付
け

ア
ス

ベ
ス

トの
除

去
等

５
屋

外
教

育
環

境
整

備
・・

・
ア

ス
レ

チ
ック

遊
具

、屋
外

ス
テ

ー
ジ

等
の

整
備

８
バ

リア
フリ

ー
化

工
事

・・
・

ス
ロー

プ
の

設
置

、障
害

者
用

トイ
レ

の
バ

リア
フリ

ー
化

等

３
新

築
・増

築
・改

築
等

事
業

・・
・

新
築

、増
築

、耐
震

改
築

、そ
の

他
危

険
建

物
の

改
築

６
エ

コ改
修

事
業

・・
・

太
陽

光
発

電
の

設
置

、省
エ

ネ
型

設
備

等
の

設
置

・改
修

私
立

幼
稚

園
施

設
整

備
費

補
助

金
令

和
４

年
度

要
求

・要
望

額
13

億
円

＋
事

項
要

求
(前

年
度

予
算

額
5億

円
)

※
令

和
2年

度
第

3次
補

正
予

算
額

15
億

円

７
内

部
改

修
工

事
・・

・
預

か
り保

育
、分

散
保

育
、衛

生
環

境
の

改
善

の
た

め
の

園
舎

の
改

修
（

間
仕

切
り設

置
、ト

イレ
の

乾
式

化
、空

き
教

室
の

空
調

整
備

等
）
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認
定

こど
も

園
施

設
整

備
交

付
金

１
認

定
こど

も
園

整
備

○
認

定
こど

も
園

の
施

設
整

備
に

要
す

る
費

用
の

うち
、幼

稚
園

機
能

部
分

に
係

る
費

用
の

一
部

を
補

助
（

新
増

改
築

、大
規

模
改

修
等

）

認
定

こど
も

園
の

類
型

整
備

区
分

幼
保

連
携

型

幼
稚

園
型

保
育

所
型

認
定

こど
も

園
整

備
の

補
助

イ
メ

ー
ジ

教
育

機
能

部
分

の
整

備
（

保
育

機
能

部
分

に
係

る
整

備
）

幼
稚

園
部

分
の

機
能

を
拡

充
す

る
整

備
（

保
育

機
能

部
分

に
係

る
整

備
）

教
育

機
能

部
分

に
係

る
整

備
（

保
育

所
部

分
の

機
能

を
拡

充
す

る
整

備
）

認
定

こど
も

園
施

設
整

備
費

交
付

金
の

対
象

（
文

部
科

学
省

所
管

）

保
育

所
等

整
備

交
付

金
の

対
象

（
厚

生
労

働
省

所
管

）

教
育

機
能

保
育

機
能

保
育

所

保
育

機
能

教
育

機
能

幼
稚

園

○
感

染
症

予
防

の
観

点
か

らの
衛

生
環

境
の

改
善

に
要

す
る

費
用

の
一

部
を

補
助

トイ
レ・

給
食

調
理

場
の

乾
式

化
、分

散
保

育
に

対
応

す
る

た
め

の
空

き教
室

の
空

調
整

備
や

保
育

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
、感

染
症

対
策

の
た

め
の

間
仕

切
りの

設
置

等

２
幼

稚
園

耐
震

化
整

備
園

舎
の

耐
震

指
標

等
の

状
況

に
応

じて
実

施
す

る
耐

震
化

を支
援

３
防

犯
対

策
整

備
門

、フ
ェン

ス
、防

犯
カメ

ラ等
の

設
置

に
よ

る
防

犯
対

策
を

支
援

私
立

の
幼

稚
園

、保
育

所
、認

定
こど

も
園

対
象

校
種

都
道

府
県

実
施

主
体

国
１

/２
、市

町
村

１
/４

、事
業

者
１

/４
国

１
/２

、
事

業
者

１
/２

１
3

2

補
助

割
合

工
事

費
、実

施
設

計
費

、耐
震

診
断

費
等

補
助
対
象

経
費

令
和

４
年

度
要

求
・要

望
額

15
7億

円
＋

事
項

要
求

(前
年

度
予

算
額

25
億

円
)

※
令

和
2年

度
第

3次
補

正
予

算
額

15
0億

円
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４．学校保健の推進と感染症対策の充実等 
 

 (前年度予算額       607 百万円） 
令和 4 年度要求・要望額  804 百万円  

   
 
１．要  旨 

児童生徒が生涯にわたって健康で安全に生活できるよう、感染症対策をは 
じめとする学校保健、学校給食の衛生管理や食育の充実を推進する。 

 
２．内  容 

（１）学校保健の推進と感染症対策の充実 

718 百万円（524 百万円） 
 

  感染症リスクを可能な限り低減し、子供たちの学びを着実に継続させるた
め、学校における感染症対策に資する支援を行うほか、学校等欠席者・感染
症情報システムの充実や学校健康診断情報の本人への提供（ＰＨＲ）の推進、
脊柱側弯症検診に関する調査研究等、複雑化・多様化する児童生徒の現代的
健康課題への取組等を通じて学校保健を一層推進する。 

 

 

  ① がん教育総合支援事業 

             32 百万円（32 百万円） 
  全国でがん教育を確実に実施するため、それぞれの地域の実情に応じた

取組を支援するとともに、がん診療連携拠点病院等と連携し、がん専門医、
がん経験者等の外部講師を活用したがん教育の取組を支援する。 

 

 

  ② 児童生徒の近視実態調査事業 

             60 百万円（42 百万円） 

  視力低下が進行する時期に当たる小中学生に加え、令和３年度事業で調

査対象者であった中学校卒業者にも対象を拡大して、医療関係者等の協力

の下、児童生徒の近視の実態やライフスタイルとの関連を縦断的に調査す

るとともに、その結果を生かし、児童生徒の視力低下を防ぐための啓発資

料を作成する。 

 

  ③ 学校健康診断情報の PHR への活用に関する調査研究事業 

             514 百万円（155 百万円） 
  政府全体のＰＨＲ（Personal Health Record）推進という方針の下、令

和３年度に実施した、学校健康診断結果をマイナポータルを通じて本人へ
提供すること（ＰＨＲ）に係る実証研究の結果を踏まえ、校務支援システ
ムを導入している学校においてＰＨＲを実施できるよう、ＰＨＲサーバー
の構築・運用を開始するとともに、校務支援システム未導入の学校におい
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てもＰＨＲを可能にするための実証事業等を実施する。 

 

 

  ④ 脊柱側弯症検診に関する調査研究事業 

             13 百万円（新規） 
  学童期における脊柱側弯症を学校健康診断で早期に発見し、支援につな

げていく環境整備に向けた検討を行うための調査研究を実施し、地方自治
体における、検査機器を用いた脊柱側弯症検診に係る先行事例の収集や検
診を効果的に行うための仕組みづくりを図る。 

 

 

 ⑤ 学校における感染症対策の支援 

事項要求（新規）             
  各学校において感染症対策を徹底する上で継続的に必要となる消毒液

や保健衛生用品等の整備等に必要な経費を補助するほか、特別支援学校の
スクールバスにおける感染リスクの低減を図るため、学校設置者が実施す
るスクールバスの増便等の取組を支援する。 

 

 

 ⑥ 学校等欠席者・感染症情報システムの充実 

             37 百万円（222 百万円） 
  令和３年度事業において、新型コロナウイルス感染症にも対応した学

校等欠席者・感染症情報システムと各学校の統合型校務支援システムを
連携するためのシステム改修及びサーバー機能強化を行ったことを踏
まえ、両者を連携した運用を推進し、より効率的で精度の高い感染状況
等の把握を実現する。【日本学校保健会補助の内数】 

等 

 

 

 

（２）学校給食・食育総合推進事業          

86 百万円（83 百万円） 

 

学校給食における地場産物の使用促進を図ることで、地域の食文化、食

に係る産業や自然環境の恵沢に対する子供の理解増進につなげるほか、学

校給食の衛生管理や食育の充実等のための調査・研究を行うことで、今後

の施策に関し有効な知見を得る。 

 

  ① 学校給食地場産物使用促進事業 

        50 百万円（46 百万円） 

学校給食における地場産物の使用に当たっての課題解決に資するため、

学校側や生産・流通側の調整役として仕組みづくりを担うコーディネータ
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ーの配置に必要となる経費や地場産物の大量調理に当たり必要となる備品

の購入に係る経費、令和４年度からは学校で地場産物に係る指導を行うた

めに必要となる生産者側の人材派遣等の経費等を支援する。 

・対象校種 公立義務教育諸学校 

・補助率 １／３ 

 

 

 ② 学校給食・食育の諸課題に関する調査研究等 

    36 百万円（36 百万円） 

１．給食・食育における様々な要望・課題への対応 

第４次食育推進基本計画で求められている食品ロス（SDGs）、伝統的

食文化、減塩、体験活動、デジタル等に関し、栄養教諭が中核となり取

り組んだ事例を収集し、課題等を調査する。 

 

２．衛生管理の調査・徹底指導等 

各都道府県の指導主事や退職栄養教諭等に対して文部科学省が指導者

養成講習会を開催し、指導者の資質向上を図るとともに、各都道府県が

指導者による衛生管理に関する調査・指導を実施する。 
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学
校
保
健
の
推
進
と感
染
症
対
策
の
充
実

概
要

感
染
症
リス
クを
可
能
な
限
り低
減
し、
子
供
た
ち
の
学
び
を
着
実
に
継
続
させ
る
た
め
、学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
に
資
す
る
支
援
を
行
うほ
か
、学
校
等
欠
席
者
・感
染
症

情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
や
学
校
健
康
診
断
情
報
の
本
人
へ
の
提
供
（
PH
R）
の
推
進
、脊
柱
側
弯
症
検
診
に
関
す
る
調
査
研
究
等
、複
雑
化
・多
様
化
す
る
児
童
生
徒
の

現
代
的
健
康
課
題
へ
の
取
組
等
を通
じて
学
校
保
健
を一
層
推
進
す
る
。

感
染
症
対
策
の
充
実

［
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額
30
,9
68
百
万
円
］

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

７
億
円

（
前
年
度
予
算
額

５
億
円
）

１
学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
支
援
（
事
項
要
求
）

学
校
保
健
の
推
進

新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
症
に
も
対
応
した
学
校
等
欠
席
者
・感
染
症
情
報
シ
ス
テ
ム
（
※
）
と各
学
校
の
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
との
連
携
に
係
る
本
格
運
用
を
推
進
し、
よ
り効
率
的
で
精
度
の
高
い

感
染
状
況
等
の
把
握
を
実
現

【日
本
学
校
保
健
会
補
助
（
定
額
補
助
）
の
内
数
】

※
平
成
25
年
よ
り日
本
学
校
保
健
会
が
運
営

２
学
校
等
欠
席
者
・感
染
症
情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
（
37
百
万
円
）

[前
年
度
予
算
額
22
2百
万
円
]

２
児
童
生
徒
の
近
視
実
態
調
査
事
業
（
60
百
万
円
）

［
前
年
度
予
算
額
15
5百
万
円
］

視
力
低
下
が
進
行
す
る
時
期
に
当
た
る
小
中
学
生
を
対
象
に
、近
視
の
実
態
や
ライ
フス
タイ
ル
との
関
連
を
調
査
し、
児
童
生
徒
の
視
力
低
下
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
を
検
討

【委
託
先
：
1団
体
（
民
間
団
体
等
）
】

令
和
４
年
度
調
査
に
お
い
て
は
、令
和
３
年
度
事
業
で
調
査
対
象
者
で
あ
った
中
学
校
卒
業
者
に
つ
い
て
も
追
跡
調
査
を
行
い
、縦
断
的
に
状
況
を
把
握

各
学
校
に
お
い
て
感
染
症
対
策
を
徹
底
す
る
上
で
継
続
的
に
必
要
とな
る
消
毒
液
や
保
健
衛
生
用
品
等
の
整
備
等
に
必
要
な
経
費
を
補
助

-対
象
校
種
国
公
私
立
の
小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
、特
別
支
援
学
校
等

-補
助
率
公
立
・私
立
：
1/
2
国
立
：
10
/1
0

特
別
支
援
学
校
の
ス
クー
ル
バ
ス
に
お
け
る
感
染
リス
クの
低
減
を
図
る
た
め
、学
校
設
置
者
が
実
施
す
る
ス
クー
ル
バ
ス
の
増
便
等
の
取
組
を
支
援

-対
象
校
種
国
公
私
立
の
特
別
支
援
学
校

-補
助
率
公
立
・私
立
：
1/
2
国
立
：
10
/1
0

１
学
校
健
康
診
断
情
報
の
本
人
へ
の
提
供
（
PH
R）
の
推
進
（
51
4百
万
円
）

政
府
全
体
の
PH
R（
Pe
rs
on
al
He
al
th
Re
co
rd
）
推
進
とい
う方
針
を
踏
ま
え
、校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
して
い
る
学
校
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度
か
らマ
イナ
ポ
ー
タル
を
通
じて
学
校
健
診
情
報
を

本
人
へ
提
供
す
る
こと
を
本
格
実
施
で
き
る
よ
う、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
サ
ー
バ
ー
を
構
築

【委
託
先
：
1団
体
（
民
間
団
体
等
）
】

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
未
導
入
の
学
校
に
お
い
て
も
、学
校
健
診
情
報
を
電
子
化
し、
マ
イナ
ポ
ー
タル
を
通
じた
本
人
提
供
を
可
能
に
す
る
た
め
の
実
証
事
業
を
実
施

【委
託
先
：
1団
体
（
民
間
団
体
等
）
】

（
１
）
が
ん
教
育
総
合
支
援
事
業
（
32
百
万
円
）

＞
＞
＞
外
部
講
師
を
活
用
した
が
ん
教
育
の
取
組
を
支
援
・先
進
事
例
の
紹
介
等
を
実
施

【委
託
先
：
1団
体
（
民
間
団
体
等
）
】

３
そ
の
他
の
学
校
保
健
推
進
事
業

［
前
年
度
予
算
額
32
百
万
円
］

[新
規
要
求
]

（
２
）
脊
柱
側
弯
症
検
診
に
関
す
る
調
査
研
究
（
13
百
万
円
）
＞
＞
＞
学
童
期
に
お
け
る
脊
柱
側
弯
症
を
学
校
健
診
で
早
期
に
発
見
し、
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く環
境
整
備
に
係
る

調
査
研
究
を
実
施

【委
託
先
：
1団
体
（
民
間
団
体
等
）
】

［
前
年
度
予
算
額
42
百
万
円
］
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学
校
給
食
地
場
産
物
使
用
促
進
事
業

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

0.
5億
円

（
前
年
度
予
算
額

0.
5億
円
)

課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
概
要

学
校

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
の
活
用
は
、①
子
供
た
ち
が
身
近
に
実
感
を
も
って
地
域
の
自
然
や
環
境
、食
文
化
、産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
り、
②
生
産
者
や
生
産
過
程
を
理
解
し、
食
べ

物
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
くこ
とが
で
き
る
な
ど、
教
育
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。政
府
の
食
育
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、第
1次
か
ら第
3次
計
画
（
平
成
18
~
令
和
2年
度
の
15
年

間
）
及
び
第
4次
計
画
（
令
和
3～
7年
度
）
に
わ
た
り学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
の
使
用
を
掲
げ
て
い
る
が
、以
下
の
課
題
か
ら使
用
率
を
高
め
る
の
が
困
難
な
地
域
も
多
い
。

背
景

未
解
決
の
課
題

当
日
調
理
が
原
則
。当
日
の
朝
、納
入
して
も
らえ
る
か
？

短
い
時
間
で
調
理
が
可
能
な
の
か
？

必
要
な
量
が
確
保
で
き
るか
？

大
き
さな
どは
あ
る
程
度
そろ
え
られ
る
の
か
？

自
分
で
セ
ンタ
ー
ま
で
の
出
荷
を
担
え
な
い

自
分
だ
け
で
は
大
量
生
産
は
で
き
な
い

規
格
で
は
じか
れ
て
ロス
が
生
じる
な
ら、
他
に
売
りた
い
…
…

◆
コー
デ
ィネ
ー
タ
ー
の
配
置

◆
関
係
者
に
よ
る
協
議
会
の
開
催

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
の
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助
を
行
い
、都
道
府
県
・全
国
に
お
け
る
地
場
産
物
使
用
率
の
上
昇
に
つ
な
げ
る
。

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
等
の
安
定
的
な
生
産
・供
給
体
制
を
構
築
す
る
とと
も
に
、地
域
の
食
文
化
、食
に
係
る
産
業
や
自
然
環
境
の
恵
沢
に
対
す
る
子
供
の
理
解
増
進
に
つ
な
げ
る
。

成
果

調
整

調
整

【コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
や
協
議
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
例
】

○
学
校
給
食
の
使
用
品
目
・使
用
量
の
整
理
・共
有

○
域
内
に
お
け
る
農
作
物
の
種
類
・生
産
量
の
整
理
・共
有

○
買
取
方
針
・生
産
方
針
の
明
確
化
・共
有

○
集
荷
・納
入
に
係
る
仕
組
み
づ
くり

○
学
校
で
子
供
た
ち
に
食
育
を
行
う生
産
者
等
の
人
材
派
遣
の
調
整
等

栄
養
教
諭

学
校
給
食
に
必
要
な
量
や
規
格
、集
荷
・納
入
に
係
る
ミス
マ
ッチ
の
未
解
決
等

課
題 学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
の
使
用
に
当
た
って
の
課
題
解
決
支
援
とし
て
、学
校
側
や
生
産
・流
通
側
の
調
整
役
とし
て
仕
組
み
づ
くり
を
担
うコ
ー
デ
ィネ
ー
ター
の
配
置
に
必
要
とな
る
経
費
や
、行
政
や

学
校
関
係
者
、コ
ー
デ
ィネ
ー
ター
、生
産
者
等
に
よ
る
協
議
会
等
の
開
催
に
必
要
とな
る
経
費
、学
校
で
地
場
産
物
に
係
る
指
導
を
行
うた
め
に
必
要
とな
る
生
産
者
側
の
人
材
派
遣
等
の
経
費
等
を
支
援

（
対
象
校
種
：
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
、実
施
主
体
：
地
方
公
共
団
体
、箇
所
数
：
30
、補
助
率
：
1/
3）

地
場
産
物
を
活
用
して
、子
供
た
ちに

食
に
関
わ
る
地
域
の
自
然
、文
化
、

産
業
を
伝
え
た
い
！
！

教
育
委
員
会

農
政
部
局

給
食
セ
ンタ
ー
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学
校
給
食
・食
育
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
研
究
等

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

0.
4億
円

(前
年
度
予
算
額

0.
4億
円
)

・第
4次
食
育
推
進
基
本
計
画
（
令
和
2年
度
～
7年
度
）
に
お
い
て
は
、社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、子
供
た
ち
の
食
の
乱
れ
や
健
康
へ
の
影
響
が
見
られ
る
こと
か
ら、
引
き
続

き
、学
校
に
お
け
る
食
育
を
推
進
す
る
た
め
、栄
養
教
諭
の
一
層
の
配
置
を
促
す
とと
も
に
、学
校
の
中
で
、食
品
ロス
（
SD
Gs
）
、伝
統
的
食
文
化
、減
塩
、体
験
活
動
、デ
ジ

タル
等
に
対
応
した
給
食
・食
育
が
求
め
られ
て
い
る
。

・食
育
に
お
け
る
「生
き
た
教
材
」で
あ
る
学
校
給
食
は
安
心
・安
全
で
あ
る
こと
が
大
前
提
で
あ
り、
よ
り一
層
の
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
る
こと
が
必
要
。

現
状
・課
題

・子
供
の
うち
に
健
全
な
食
生
活
を
確
立
す
る
こと
で
、生
涯
に
わ
た
り健
全
な
心
身
を
培
い
、豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く基
礎
とな
る
こと
に
つ
な
げ
る
。

・学
校
給
食
の
衛
生
管
理
の
改
善
・充
実
を
図
り、
児
童
生
徒
の
健
康
の
一
層
の
保
持
・増
進
を
図
る
。

成
果

取
組
②
衛
生
管
理
の
調
査
・徹
底
指
導
等

文
部
科
学
省
が
各
都
道
府
県
の
指
導
主
事
や
退
職
栄
養
教
諭
等
に
対
して
指
導
者
養
成
講
習
会
を
開
催
し、
指
導
者
の
資
質
向
上
を
図
る
。こ
れ
を
受

け
、各
都
道
府
県
は
指
導
者
に
よ
る
衛
生
管
理
に
関
す
る
調
査
・指
導
を
実
施
し、
その
結
果
を
文
部
科
学
省
に
報
告
す
る
とと
も
に
、調
査
・指
導
結
果
を
域

内
に
展
開
し、
徹
底
され
た
衛
生
管
理
を
実
現
す
る
。

委
託
先

委
託
対
象
経
費

箇
所
数
等

成
果

第
4次
食
育
推
進
基
本
計
画
で
記
載
され
て
い
る
以
下
の
よ
うな
学
校
給
食
・食
育
に
関
す
る
要
望
・課
題
に
対
し、
栄
養
教
諭
が
中
核
とな
り、
家
庭
・地
域
と連
携
しな
が

ら取
り組
ん
で
い
る
事
例
を
全
国
か
ら取
集
す
る
とと
も
に
、実
施
した
こと
に
よ
る
効
果
検
証
や
傾
向
・課
題
等
を
分
析
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、全
国
に
周
知
す
る
こと
で
、児
童

生
徒
の
食
に
関
す
る
自
己
管
理
能
力
の
育
成
を
図
る
。（
委
託
先
：
民
間
シ
ンク
タン
ク等
、委
託
箇
所
数
：
１
か
所
）

伝
統
的
食
文
化

伝
統
的
食
文
化

食
品
ロス

食
品
ロス

デ
ジ
タル

デ
ジ
タル

減
塩

減
塩 体
験
活
動

体
験
活
動

取
組
①
給
食
・食
育
に
お
け
る
様
々
な
要
望
・課
題
へ
の
対
応

全 国 へ 発 信全 国 へ 発 信

調 査 分 析調 査 分 析

シ
ンク
タン
ク

文
部
科
学
省

イメ
ー
ジ

日
常
生
活
に
お
け
る
食
事
に
つ
い
て
正
しい
理

解
を
深
め
、健
全
な
食
生
活
を
営
む
こと
が
で
き
る

判
断
力
を
培
い
、望
ま
しい
食
習
慣
を
養
うこ
と等

に
つ
な
げ
る
。

目
的

学
校
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 ５．いじめ、不登校、虐待、自殺対策等の推進 

 

                                    (前 年 度 予 算 額   7,558 百万円） 

                                    令和４年度要求・要望額  10,504 百万円 

 

  １．要  旨 

    「いじめ防止対策推進法」、「いじめの防止等のための基本的な方針」

及び「第３期教育振興基本計画」を踏まえ、いじめの未然防止、早期発見

・早期対応や教育相談体制の整備及びインターネットやＳＮＳを通じて行

われるいじめへの対応など、地方公共団体等におけるいじめ問題をはじめ

とする生徒指導上の諸課題への対応のための支援体制を整備するほか、専

門スタッフの配置充実を図る。 

    また、平成２８年に成立した「義務教育の段階における普通教育に相当

する教育の機会の確保等に関する法律」等を踏まえ、不登校児童生徒等に

対する教育機会の確保の推進のため、教育委員会・学校、関係機関の連携

等による不登校児童生徒へのきめ細かな支援体制の整備を推進するととも

に、夜間中学の設置促進等を図る。 

    なお、コロナ禍において、令和２年中の児童生徒の自殺者数は前年と比

較して大きく増加しており、自殺対策等は喫緊の課題であり、悩みや不安

を抱える児童生徒の早期発見・対応に資する自殺対策等の充実を図る。 

    さらに、令和３年５月に取りまとめた「ヤングケアラーの支援に向けた

福祉・介護・医療・教育の連携プロジェクトチーム」報告書を踏まえ、ヤ

ングケアラーの早期対応に向けた相談体制の整備を推進する。また、令和

３年６月に成立した「教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関す

る法律」等を踏まえ、児童生徒性暴力等の防止等の推進を図る。 

 

 ２．内  容 

 ◆ いじめ対策・不登校支援等総合推進事業   10,419 百万円（7,483 百万円） 

 （１）専門家を活用した教育相談体制の整備・関係機関との連携強化等 

                         10,023 百万円（ 7,405 百万円） 

  ①スクールカウンセラーの配置充実〔補助率１／３〕 

                                       〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕 

・スクールカウンセラーの全公立小中学校への配置(27,500 校） 

・いじめ・不登校対策のための重点配置（1,500 校） 

・貧困対策のための重点配置（1,900 校） 

・虐待対策のための重点配置（1,500 校） 

・教育支援センターの機能強化（250 箇所） 

・スーパーバイザーの配置（114 人）          等 
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  ②スクールソーシャルワーカーの配置充実〔補助率１／３〕 

                                  〔補助事業者：都道府県、政令指定都市、中核市〕 

     ・スクールソーシャルワーカーの全中学校区への配置（10,000 中学校区） 

     ・いじめ・不登校対策のための重点配置（1,500 校） 

     ・貧困対策のための重点配置（1,900 校） 

    ・虐待対策のための重点配置（2,000 校） 

・教育支援センターの機能強化（250 箇所） 

    ・スーパーバイザーの配置（114 人）           等 

           

  ③２４時間子供ＳＯＳダイヤル〔補助率１／３〕 

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕 

 いじめ等を含む子供のＳＯＳを受け止めるための通話料無料の電話相談

の実施。 

 

  ④ＳＮＳ等を活用した相談体制の整備に対する支援〔補助率１/３〕 

 〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕 

    いじめを含め、様々な悩みを抱える児童生徒に対するＳＮＳ等を活用し

た相談体制の整備を図る。 

 

⑤不登校児童生徒に対する支援推進事業〔補助率１/３〕 

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕 

自治体や民間団体等が行う学校以外の場における不登校児童生徒に対す

る支援体制の整備を推進。 

 

⑥幅広い外部専門家を活用していじめ問題等を調整・支援する取組の推進

〔補助率１/３〕 

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕 

  インターネットを通じて行われるいじめ問題等に対応するための学校 

ネットパトロールへの支援。 

 

（２）いじめ対策・不登校支援等推進事業     365 百万円( 50 百万円) 

  ①いじめ・不登校等の未然防止に向けた魅力ある学校づくりに関する調査研 

   究 

  ②スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの常勤化に向けた 

調査研究 

③24 時間子供 SOS ダイヤル支援電話相談センターの設置（新規） 

                                   

≪関連施策≫ 

○教職員定数の配置等 

 いじめ・不登校等の未然防止・早期対応等の強化 

少人数によるきめ細かな指導体制の計画的な整備 

○道徳教育の抜本的改善・充実等 
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 ◆ 夜間中学の設置促進・充実           75 百万円( 75 百万円) 

      平成 28 年 12 月に成立した教育機会確保法及び第３期教育振興基本計画

等を踏まえ、①夜間中学の新設・運営補助、②都道府県における協議会等

の設置・充実、③既設の夜間中学における教育活動の充実を図ること等に

より、夜間中学における就学機会の提供を推進する。 

 

◆ 児童生徒性暴力等防止推進事業           10 百万円（新規） 

    令和３年通常国会で成立した教育職員等による児童生徒性暴力等の防止

等に関する法律等を踏まえ、児童生徒性暴力等の防止等について法施行後

の各都道府県・市区町村教育委員会における取組状況の把握や有識者によ

る点検・分析を行い、これを基に必要な指導・助言を実施するとともに、

その過程で得られた知見から事例集等を作成し、各地方公共団体に提供す

ることで、児童生徒性暴力等の防止等に資する。 

 

 

 

  （参考：復興特別会計） 

   ◇緊急スクールカウンセラー等活用事業  1,671 百万円( 1,749 百万円) 

被災した児童生徒等の心のケアや、教職員等への助言・援助、学校教

育活動の復興支援、福祉関係機関との連携調整等様々な課題に対応する

ため、スクールカウンセラー等を活用する経費を支援。 
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①
い
じめ
・不
登
校
等
の
未
然
防
止
に
向
け
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
くり
に
関
す
る
調
査
研
究

【委
託
先
：
12
団
体
（
都
道
府
県
・指
定
都
市
等
）
】

い
じめ
・不
登
校
等
の
未
然
防
止
や
事
案
発
生
後
の
対
応
の
ほ
か
、コ
ロナ
禍
に
お
け
る
教
員
に
よ
る
児
童
生
徒
の
心
の
不
安
定
さ等
の

把
握
・対
応
に
つ
い
て
、平
時
と異
な
る
生
活
様
式
や
1人
1台
端
末
等
の
活
用
も
見
据
え
つ
つ
、

・
い
じめ
の
未
然
防
止
や
自
殺
予
防
に
係
る
効
果
的
な
取
組

・
不
登
校
の
未
然
防
止
等
に
向
け
た
校
内
型
適
応
指
導
教
室
、ス
クリ
ー
ニン
グ
、経
済
的
支
援
の
在
り方

等
の
調
査
研
究
を
実
施

②
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及
び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー
の
常
勤
化
に
向
け
た
調
査
研
究

【委
託
先
：
2団
体
（
民
間
団
体
等
）
】

・学
校
教
育
法
等
に
お
い
て
SC
及
び
SS
W
が
正
規
の
職
員
とし
て
規
定
され
た
場
合
を
想
定
し、
常
勤
の
職
とし
て
の
職
責
や
担
うべ
き
職

務
の
在
り方
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
実
施

■
い
じめ
対
策
・不
登
校
支
援
等
推
進
事
業

36
5百
万
円
（
50
百
万
円
）
【委
託
】

①
教
職
員
定
数
の
配
置
等

い
じめ
・不
登
校
等
の
未
然
防
止
・早
期
対
応
等
の
強
化
の
た
め
、2
00
人
の
定
数
改
善

を
計
上
。ま
た
、令
和
7年
度
ま
で
に
小
学
校
の
35
人
学
級
を
計
画
的
に
整
備
す
る
こと
し、

令
和
4年
度
は
、第
3学
年
の
学
級
編
制
の
標
準
を
35
人
に
引
き
下
げ
る
。

②
支
援
ス
タッ
フの
配
置

い
じめ
・不
登
校
等
へ
の
対
応
の
た
め
、教
師
に
加
え
て
多
様
な
人
材
が
学
校
の
教
育
活

動
に
参
画
す
る
取
組
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

③
教
員
研
修
の
充
実

教
職
員
支
援
機
構
に
お
い
て
、い
じめ
の
問
題
に
関
す
る
指
導
者
養
成
研
修
の
実
施
。

④
道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・充
実
等

地
域
の
特
色
を
生
か
した
道
徳
教
育
へ
の
支
援
、道
徳
科
の
教
科
書
の
無
償
給
与
等

⑤
健
全
育
成
の
た
め
の
体
験
活
動
の
推
進

児
童
生
徒
の
社
会
性
を
育
む
農
山
漁
村
等
に
お
け
る
様
々
な
体
験
活
動
の
推
進
。

■
【関
連
施
策
】

い
じめ
対
策
・不
登
校
支
援
等
総
合
推
進
事
業

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

10
4億
円

（
前
年
度
予
算
額

75
億
円
）

○
「い
じめ
防
止
対
策
推
進
法
」等
を
踏
ま
え
、い
じめ
の
未
然
防
止
、早
期
発
見
・早
期
対
応
や
教
育
相
談
体
制
の
整
備
な
ど、
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
へ
の
対
応
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

○
「義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」等
を
踏
ま
え
、学
校
と関
係
機
関
等
が
連
携
した
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
を
推
進
す
る
。

○
「教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」（
令
和
3年
6月
）
や
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラー
の
支
援
に
向
け
た
福
祉
・介
護
・医
療
・教
育
の
連
携
プ
ロジ
ェク
トチ
ー
ム
」報
告
書

（
令
和
3年
5月
）
等
を
踏
ま
え
、児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
早
期
発
見
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラー
の
早
期
対
応
等
に
向
け
た
相
談
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
。

③
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
推
進

【都
道
府
県
・指
定
都
市
】

・教
育
支
援
セ
ンタ
ー
を
中
核
とし
た
教
育
委
員
会
と関
係
機
関
、

民
間
団
体
等
の
連
携
体
制
の
整
備
（
研
修
会
の
拡
充
）

・関
係
機
関
との
連
携
を
支
援
す
る
コー
デ
ィネ
ー
ター
等
の
配
置

・学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
支
援
の
推
進
（
ア
ウト
リー
チ
支
援
の
拡
充
）

④
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
した
相
談
体
制
の
整
備
推
進

【都
道
府
県
・指
定
都
市
】

・い
じめ
を
含
め
、様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
す
る

電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
した
相
談
体
制
の
整
備
を
支
援

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
充
実
【都
道
府
県
・指
定
都
市
】

・全
公
立
小
中
学
校
へ
の
配
置
（
27
,5
00
校
）
（
週
1回
4時
間
）

・上
記
に
加
え
、虐
待
対
策
、い
じめ
・不
登
校
対
策
、貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

(配
置
校
数
の
拡
充
、週
1回
4時
間
→
週
1回
8時
間
)

・教
育
支
援
セ
ンタ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
の
機
能
強
化

・ス
ー
パ
ー
バ
イザ
ー
の
配
置

・連
絡
協
議
会
の
開
催
等
を
通
じた
質
向
上
の
研
修
等
の
取
組
の
支
援

・自
殺
予
防
教
育
実
施
の
支
援

②
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
充
実
【都
道
府
県
・指
定
都
市
・中
核
市
】

・全
中
学
校
区
へ
の
配
置
（
10
,0
00
中
学
校
区
）
（
週
1回
3時
間
→
週
2回
3時
間
に
拡
充
）

・上
記
に
加
え
、虐
待
対
策
、い
じめ
・不
登
校
対
策
、貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
（
配
置
校
数
の
拡
充
）

・教
育
支
援
セ
ンタ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
の
機
能
強
化

・ス
ー
パ
ー
バ
イザ
ー
の
配
置

・連
絡
協
議
会
の
開
催
等
を
通
じた
質
向
上
の
研
修
等
の
取
組
の
支
援

◇
第
3期
教
育
振
興
基
本
計
画
※
抜
粋

（
平
成
30
年
6月
閣
議
決
定
）

20
19
年
度
ま
で
に
、原
則
とし
て
、S
C

を全
公
立
小
中
学
校
に
配
置
す
る
とと
も

に
、S
SW
を全
中
学
校
区
に
配
置
し、
そ

れ
以
降
は
配
置
状
況
も
踏
ま
え
、配
置

時
間
の
充
実
等
学
校
に
お
け
る
専
門
ス

タッ
フと
して
ふ
さわ
しい
配
置
条
件
の
実

現
を
目
指
す
。

等

■
早
期
発
見
・早
期
対
応
（
専
門
家
を
活
用
した
教
育
相
談
体
制
の
整
備
・関
係
機
関
との
連
携
強
化
等
）
10
,0
23
百
万
円
（
7,
40
5百
万
円
）
【補
助
率
１
／
３
】

③
24
時
間
子
供
SO
Sダ
イ
ヤ
ル
支
援
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置
（
新
規
）
【委
託
先
：
１
団
体
（
民
間
団
体
等
）
】
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ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー

に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
充
実

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

98
億
円

（
前
年
度
予
算
額

72
億
円
）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
活
用
事
業

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業

義
務
教
育
段
階
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、平
成
24
年
度
か
ら７
年
連
続
で
全
体
の
人
数
・児
童
生
徒
千
人
当
た
りの
人
数
とも
に
増
加
して
お
り、

様
々
な
課
題
を抱
え
る
児
童
生
徒
へ
の
早
期
支
援
、不
登
校
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
手
厚
い
支
援
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
が
必
要
。

また
、社
会
問
題
化
して
い
る
昨
今
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
の
急
増
等
を踏
まえ
、学
校
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
・早
期
発
見
や
、

児
童
虐
待
発
生
時
の
迅
速
・的
確
な
対
応
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
も
喫
緊
の
課
題
。

さら
に
、令
和
３
年
６
月
に
成
立
した
「教
育
職
員
等
に
よる
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」や
、令
和
３
年
５
月
に
取
りま
とめ
た

「ヤ
ング
ケ
アラ
ー
の
支
援
に
向
け
た
福
祉
・介
護
・医
療
・教
育
の
連
携
プロ
ジ
ェク
トチ
ー
ム
」報
告
書
等
を踏
まえ
、児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
早
期
対
応
に

向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
も
課
題
。

令
和
４
年
度
概
算
要
求
：
6,
14
5百
万
円
(前
年
度
予
算
額
：
5,
27
8百
万
円
）

令
和
４
年
度
概
算
要
求
：
3,
64
0百
万
円
(前
年
度
予
算
額
：
1,
93
8百
万
円
）

児
童
生
徒
の
心
理
に
関
して
専
門
的
な
知
識
・経
験
を有
す
る
者

⇒
児
童
の
心
理
に
関
す
る
支
援
に
従
事
（
学
教
法
施
行
規
則
）

福
祉
に
関
して
専
門
的
な
知
識
・経
験
を有
す
る
者

⇒
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
支
援
に
従
事
（
学
教
法
施
行
規
則
）

補
助
割
合
：
国
１
/３
、都
道
府
県
・政
令
指
定
都
市
２
/３

実
施
主
体
：
都
道
府
県
・政
令
指
定
都
市

補
助
対
象
経
費
：
報
酬
・期
末
手
当
、交
通
費
等

補
助
割
合
：
国
１
/３
、都
道
府
県
・政
令
指
定
都
市
・中
核
市
２
/３

実
施
主
体
：
都
道
府
県
・政
令
指
定
都
市
・中
核
市

補
助
対
象
経
費
：
報
酬
・期
末
手
当
、交
通
費
等

全
公
立
小
中
学
校
に
対
す
る
配
置
（
27
,5
00
校
）

配
置
時
間
：
週
１
回
概
ね
４
時
間
程
度

基
盤
とな
る
配
置

全
中
学
校
区
に
対
す
る
配
置
（
10
,0
00
中
学
校
区
）

配
置
時
間
：
週
１
回
３
時
間
→
週
２
回
３
時
間
に
拡
充

い
じめ
・不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
：
1,
50
0校

（
←
10
00
校
）

重 点 配 置 等

い
じめ

不
登
校

虐
待

貧
困

虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1,
50
0校

（
←
1,
20
0校
）

質
の
向
上

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

：
11
4人

（
←
90
人
）

い
じめ
・不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
：
1,
50
0校

（
←
1,
00
0校
）

虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
2,
00
0校

（
←
1,
50
0校
）

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

：
11
4人

（
←
90
人
）

※
不
登
校
特
例
校
や
夜
間
中
学
へ
の
配
置
を
含
む

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

：
25
0箇
所

※
不
登
校
特
例
校
や
夜
間
中
学
へ
の
配
置
を
含
む

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

：
25
0箇
所

貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1,
90
0校

（
←
1,
40
0校
）

貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1,
90
0校

（
←
1,
40
0校
）

公
認
心
理
師
、臨
床
心
理
士
等

社
会
福
祉
士
、精
神
保
健
福
祉
士
等

補
助
制
度

求
め
られ
る
能
力
・資
格

基
礎
配
置
に
加
え
、配
置
時
間
を
週
１
回
４
時
間
→
週
１
回
８
時
間
に
拡
充

基
礎
配
置
に
加
え
、配
置
時
間
を
週
１
回
３
時
間

児
童
生
徒
1
0
0
0
人
当
た
り
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
（
小
中
）

※
単
位
：
人
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
した
相
談
事
業

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

61
億
円
の
内
数

（
前
年
度
予
算
額

53
億
円
の
内
数
）

【
イ
メ
ー
ジ
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
も

送
信
可
能
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
ト
ラ
ブ
ル
等
を

正
確
か
つ
容
易
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る

教
育
委
員
会
、

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

や
民
間
団
体
等

で
受
信

（
例
）
自
殺
を
ほ
の
め
か
す
等
、
命
に
関
わ
る
相
談
の
場
合
の
連
絡
の
流
れ

臨
床
心
理
士
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
上
の
子
供
の

気
持
ち
が
わ
か
る

若
者
等
が
対
応

教
育
委
員
会
等

（
福
祉
部
局
と
共
同
・
連
携
）

安
全
を
確
認

学
校

緊
急
の
場
合

警
察
、児
童
相
談
所
等

と連
携
し対
応

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

＜
事
業
概
要
＞

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
整
備
に
対
す
る
支
援
（
補
助
事
業
）

（
事
業
内
容
）

SN
S等
を活
用
した
双
方
向
の
文
字
情
報
等
に
よる
相
談
を実
施
す
る
とと
も
に
、相
談
員
の
専
門
性

を向
上
させ
る
研
修
の
実
施
等
を支
援
。令
和
３
年
度
より
、支
援
の
対
象
を全
て
の
都
道
府
県
・指

定
都
市
に
拡
大
。

＜
背
景
＞

○
い
じめ
を含
め
、様
々
な
悩
み
を抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
相
談
体
制
の
拡
充
は
、相
談
に
係
る

多
様
な
選
択
肢
を用
意
し、
問
題
の
深
刻
化
を未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら喫
緊
の
課
題
。

○
また
、座
間
市
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を利
用
した
高
校
生
3人
を含
む
9人
の
方
が
殺
害
され
た
残
忍
な

事
件
を受
け
、ネ
ット
を通
じて
自
殺
願
望
を発
信
す
る
若
者
が
適
切
な
相
談
相
手
に
アク
セ
ス
で
きる
よ

う、
これ
まで
の
取
組
の
見
直
しが
求
め
られ
て
い
る
。

○
ス
マー
トフ
ォン
の
普
及
等
に
伴
い
、最
近
の
若
年
層
の
用
い
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
手
段
に
お
い
て
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
圧
倒
的
な
割
合
を占
め
る
よう
に
な
って
い
る
。

（
参
考
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
メ
デ
ィ
ア
の
平
均
利
用
時
間
（
令
和
３
年
度
版
情
報
通
信
白
書
（
総
務
省
）
）

[平
日
1
日
]（
令
和
２
年
度
）

1
0
代
：
携
帯
通
話
6
.7
分
、
固
定
通
話
0
.0
分
、
ネ
ッ
ト
通
話
8
.8
分
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
7
2
.3
分
、
メ
ー
ル
利
用
1
8
.4
分

対
象
校
種

対
象
経
費

実
施
主
体

委
託
先

補
助
割
合

小
学
校
・中
学
校
・高
等
学
校
等

報
酬
、期
末
手
当
等

都
道
府
県
・指
定
都
市

国
：
１
／
３
都
道
府
県
・指
定
都
市
：
２
／
３
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不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
推
進
事
業

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

2.
4億
円

（
前
年
度
予
算
額

1.
9億
円
）

【背
景
】
○
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
７
年
連
続
増
加
（
令
和
元
年
度
の
小
・中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
：
約
１
８
万
１
千
人
）

○
平
成
２
８
年
１
２
月
７
日
、「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し、
同
法
第
７
条
を踏
まえ
、

平
成
２
９
年
３
月
、「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
基
本
指
針
」を
策
定

⇒
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多
様
で
適
切
な
教
育
機
会
の
確
保
が
重
要

都
道
府
県

政
令
指
定
都
市

実
施

主
体

国
１
/３

都
道
府
県
・政
令
指
定
都
市
２
/３

補
助

割
合

謝
金
、旅
費
、報
酬
、期
末
手
当
、交
通
費
等

補
助
対
象

経
費

■
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
（
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
学
校
支
援
経
費
）

令
和
４
年
度
概
算
要
求
額

22
億
円
の
内
数

１
．
事
業
内
容

私
立
学
校
に
お
け
る
ス
クー
ル
カウ
ン
セ
ラー
や
ス
クー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カー
等
の
活
用
に
よ
る
不
登
校
児

童
生
徒
へ
の
教
育
機
会
の
確
保
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県

３
．
補
助
率

１
／
２

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
取
り組
む
私
立
学
校
へ
の
支
援

（
関
連
施
策
）

■
学
力
向
上
を
目
的
とし
た
学
校
教
育
活
動
支
援
令
和
４
年
度
概
算
要
求
額

46
億
円
の
内
数

１
．
事
業
内
容

い
じめ
・不
登
校
等
へ
の
対
応
の
た
め
、教
師
に
加
え
て
多
様
な
支
援
ス
タッ
フが
学
校
の
教
育
活
動
に
参

画
す
る
取
組
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県
・指
定
都
市
（
市
区
町
村
は
間
接
補
助
）

３
．
補
助
率

１
／
３

支
援
ス
タ
ッフ
の
配
置

（
関
連
施
策
）

■
ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
等
活
用
事
業
・ス
クー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カー
活
用
事
業

令
和
４
年
度
概
算
要
求
額

98
億
円

１
．
事
業
内
容

ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
や
ス
クー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カー
の
配
置
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
整
備
に
要
す
る

経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者
都
道
府
県
・指
定
都
市
（
SS
W
の
み
中
核
市
も
対
象
、市
区
町
村
は
間
接
補
助
）

３
．
補
助
率

１
／
３

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

（
関
連
施
策
）

事
業
概
要

《
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
に
係
る
関
係
機
関
の
連
携
体
制
の
整
備
》

◆
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
協
議
会
等
の
設
置

教
育
支
援
セ
ンタ
ー
を中
核
とし
た
教
育
委
員
会

等
と関
係
機
関
、フ
リー
ス
クー
ル
等
の
民
間
団
体
等

の
連
携
に
より
、関
係
機
関
等
が
定
期
的
に
不
登
校

児
童
生
徒
の
支
援
の
在
り方
に
つ
い
て
協
議
を行
う、

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
協
議
会
等
を設
置
。

◆
関
係
機
関
との
連
携
を
支
援
す
る
コー
デ
ィネ
ー
タ
ー
等
の
配
置

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
関
す
る
窓
口
とし
て
、関
係
機
関
間
の
連
絡
調
整
、

支
援
に
関
す
る
学
校
へ
の
指
導
・助
言
等
を実
施
す
る
コー
デ
ィネ
ー
ター
等
を配
置
。

◆
教
職
員
研
修
会
や
保
護
者
学
習
会
等
の
実
施

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多
様
で
適
切
な
支
援
を推
進
す
る
た
め
、フ
リー
ス
クー
ル
等
の
民
間

団
体
と連
携
す
る
な
どし
て
、教
職
員
向
け
の
研
修
会
や
不
登
校
児
童
生
徒
を抱
え
る
保
護
者

向
け
学
習
会
等
を
実
施
（
実
施
回
数
を拡
充
）
。

《
学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
の
推
進
》

アウ
トリ
ー
チ
型
支
援
等
の
実
施

教
育
支
援
セ
ンタ
ー
に
通
うこ
とが
困
難
な
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
して
、家
庭
訪
問
等

を通
じて
の
相
談
、学
習
支
援
等
を行
う支
援
員
や
、不
登
校
児
童
生
徒
の
アセ
ス
メン
ト、

学
習
指
導
、保
護
者
や
学
校
の
教
職
員
へ
の
コン
サ
ル
テ
ー
シ
ョン
等
を行
う人
材
を配
置

し、
広
域
的
な
支
援
体
制
を整
備
（
支
援
員
の
拡
充
）
。

教
育
支
援
セ
ンタ
ー
等
を中
核
とし
た
支
援
ネ
ット
ワー
クの
整
備

◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
・支
援
体
制
の
強
化
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夜
間
中
学
の
設
置
促
進
・充
実

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

７
５
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

７
５
百
万
円
）

新
設
準
備
２
年
間
：
１
／
３
※
上
限
40
0万
円

開
設
後
３
年
間
：
１
／
３
※
上
限
25
0万
円

夜
間
中
学
を有
す
る
都
道
府
県
、政
令
指
定
都
市
、市
町
村

委
託
先

人
件
費
、諸
謝
金
、旅
費
、借
損
料
、消
耗
品
費
（
図
書
購
入
費
を
含
む
。）

会
議
費
、通
信
運
搬
費
、雑
役
務
費
（
印
刷
製
本
費
を
含
む
。）
、

消
費
税
相
当
額
、一
般
管
理
費
、再
委
託
費

委
託

対
象
経
費

○
全
国
に
は
義
務
教
育
未
修
了
が
少
な
くと
も
約
12
.8
万
人
い
る
ほ
か
、近
年
不
登
校

児
童
生
徒
が
増
加
。さ
らに
、出
入
国
管
理
法
の
改
正
に
より
、外
国
人
の
数
が
増
加
。

○
平
成
28
年
12
月
に
「教
育
機
会
確
保
法
」が
成
立
。平
成
30
年
6月
、「
第
３
期

教
育
振
興
基
本
計
画
」で
全
都
道
府
県
に
少
な
くと
も
一
つ
の
夜
間
中
学
設
置
を目

指
す
こと
とし
た
。（
その
後
、全
て
の
指
定
都
市
に
お
け
る
設
置
も
促
進
。）
平
成
31

年
度
に
2校
、令
和
２
年
度
に
１
校
、令
和
３
年
度
に
２
校
新
設
され
、現
在
、全

国
12
都
府
県
30
市
区
に
36
校
。各
地
で
設
置
機
運
が
高
まっ
て
い
る
。

背
景

教
育
機
会
確
保
法
等
に
基
づ
き
、義
務
教
育
の
機
会
を
実
質

的
に
保
障
す
る
た
め
、以
下
を
進
め
る
。

・
都
道
府
県
、指
定
都
市
等
に
お
け
る
夜
間
中
学
の
設
置
促
進

・
教
育
機
会
確
保
法
第
１
５
条
に
基
づ
く協
議
会
の
設
置
・活
用

・
多
様
な
生
徒
に
対
応
す
る
た
め
の
夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実

目
的
・目
標

①
夜
間
中
学
新
設
準
備
・
運
営
支
援
（
補
助
事
業
等
）

５
７
百
万
円

◆
新
設
準
備
・
運
営
支
援

夜
間
中
学
新
設
準
備
に
伴
う
協
議
会
等
の
設
置
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
雇
用
、

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
、
広
報
活
動
な
ど
の
設
置
に
向
け
た
準
備
に
係
る
経
費
及
び
開
設

後
の
円
滑
な
運
営
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
、
最
大
５
年
間
措
置
。
（
設
置
準
備
期
間
は

４
,０
０
０
千
円
、
開
設
後
は
２
,５
０
０
千
円
を
上
限
に
補
助
（
補
助
率
１
／
３
）
）

②
夜
間
中
学
に
お
け
る
教
育
活
動
充
実
（
委
託
事
業
）

１
８
百
万
円

夜
間
中
学
に
お
け
る
多
様
な
生
徒
の
実
態
等
に
応
じ
て
教
育
活
動
を
充
実
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
環
境
整
備
等
の
在
り
方
を
検
証
。

夜
間
中
学
の
さ
らな
る
設
置
促
進

夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実

◆
広
報
活
動

教
育
機
会
確
保
法
の
趣
旨
や
基
本
指
針
の
内
容
、
夜
間
中
学
の
活
動
等
を
周
知

す
る
た
め
の
説
明
会
の
開
催
や
夜
間
中
学
を
周
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
・
配
布
等
し
、

国
民
の
理
解
を
増
進
。
（
文
部
科
学
省
直
接
執
行
予
算
）

補
助
割
合

補
助

対
象
経
費

諸
謝
金
（
報
償
費
を
含
む
。）
、報
酬
、旅
費
、消
耗
品
費
、印
刷
製
本
費
、

図
書
購
入
費
、通
信
運
搬
費
、借
料
及
び
損
料
、会
議
費
、雑
役
務
費
、

備
品
費
、保
険
料
、委
託
費

IC
Tの
活
用
等
を
含
め
た
高
齢
者
や
外
国
人
向
け
の
カリ
キ
ュラ
ム
開
発

不
登
校
経
験
者
支
援
の
た
め
の
相
談
体
制
の
整
備

他
市
町
村
の
夜
間
中
学
や
域
内
の
昼
間
の
中
学
校
、近
隣
の
定
時
制
高
校
との
連
携

効
果
的
な
学
校
行
事
や
校
外
活
動
等
の
在
り方

遠
方
か
ら通
学
す
る
生
徒
へ
の
支
援
の
在
り方

教
育
機
会
確
保
法
第
１
５
条
に
基
づ
く協
議
会
の
設
置
・活
用

な
ど

▶
日
本
語
の
指
導
を
含
む
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
（
帰
国
・外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
事
業
）

▶
地
域
日
本
語
教
育
の
総
合
的
な
体
制
づ
くり
の
推
進

▶
外
国
人
の
子
供
の
就
学
促
進
事
業

▶
多
言
語
翻
訳
シ
ス
テ
ム
等
IC
Tを
活
用
した
支
援
の
充
実
（
帰
国
・外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
事
業
）

【関
連
施
策
】

▶
公
立
学
校
施
設
整
備
費
国
庫
補
助
（
通
常
の
中
学
校
と同
様
に
対
応
）

▶
学
び
や
生
活
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応
の
た
め
の
教
員
配
置

▶
ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
、ス
クー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カー
活
用
事
業
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0

教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
性
暴
力
の
防
止
等

に
関
す
る
取
組
の
総
合
的
な
推
進

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

10
0億
円

（
前
年
度
予
算
額

73
億
円
）

児
童
生
徒
等
を守
り育
て
る
立
場
に
あ
る
教
育
職
員
等
が
児
童
生
徒
性
暴
力
等
を行
うと
い
うこ
とは
断
じて
あ
って
は
な
らな
い
こと
で
あ
り、
その
よう
な
行
為
か
ら児
童
生
徒
等
を守
る
た
め
、

文
部
科
学
省
とし
て
は
、児
童
生
徒
等
の
権
利
利
益
の
擁
護
を
目
的
とす
る
「教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」（
令
和
３
年
法
律
第
57
号
。以
下

「法
」と
い
う。
）
の
規
定
も
踏
ま
え
、以
下
の
取
組
を
推
進
す
る
。

Ⅰ
.養
成
・採
用
に
関
す
る
取
組

○
特
定
免
許
状
失
効
者
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
15
0百
万
円
（
新
規
）

法
の
規
定
に
基
づ
き
、都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
直
接
入
力
した
特
定

免
許
状
失
効
者
等
（
児
童
生
徒
性
暴
力
等
を行
った
こと
に
よ
り免
許
状

が
失
効
等
した
者
）
の
情
報
を
各
教
員
採
用
権
者
（
教
育
委
員
会
・学

校
法
人
等
）
が
即
時
閲
覧
で
きる
よう
な
デ
ー
タベ
ー
ス
を
国
で
構
築
す
る
。

○
官
報
情
報
検
索
ツ
ー
ル
の
作
成
・提
供
3百
万
円
（
3百
万
円
）

教
育
職
員
免
許
法
等
の
規
定
に
基
づ
く官
報
公
告
事
項
（
免
許
状
失
効

情
報
）
を
文
部
科
学
省
で
集
約
し、
各
教
員
採
用
権
者
（
教
育
委
員

会
・学
校
法
人
等
）
に
無
償
で
提
供
す
る
。

○
教
師
の
養
成
・採
用
・研
修
の
一
体
的
改
革
推
進
事
業

38
百
万
円
（
46
百
万
円
）

教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
して
、教
育

委
員
会
と教
育
職
員
の
養
成
課
程
を
有
す
る
大
学
等
の
連
携
の
在
り方
等

に
関
す
る
調
査
研
究
や
、全
国
の
事
例
の
収
集
・発
信
を実
施
す
る
。

Ⅱ
.研
修
・啓
発
、早
期
発
見
・対
処
に
関
す
る
取
組

○
児
童
生
徒
性
暴
力
等
防
止
推
進
事
業
10
百
万
円
（
新
規
）

法
や
基
本
指
針
等
を
踏
ま
え
た
各
都
道
府
県
・市
区
町
村
教
育
委
員
会

の
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
研
修
・啓
発
や
、児
童
生

徒
性
暴
力
等
の
早
期
発
見
の
た
め
の
定
期
的
な
調
査
、事
案
発
生
時
の

調
査
の
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
、状
況
把
握
や
有
識
者
に
よる
点
検
・分

析
を
行
い
、必
要
な
指
導
・助
言
を
実
施
す
る
とと
も
に
、そ
の
過
程
で
得
ら

れ
た
知
見
か
らモ
デ
ル
例
・事
例
集
を
作
成
し、
提
供
す
る
。

○
学
校
に
お
け
る
生
命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
推
進
事
業

（
旧
：
子
供
を
性
犯
罪
等
の
当
事
者
に
しな
い
た
め
の
安
全
教
育
推
進
事
業
）

49
百
万
円
（
33
百
万
円
）

子
供
た
ち
を
性
暴
力
の
当
事
者
に
しな
い
た
め
、内
閣
府
と共
同
で
作
成
し

た
「生
命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」の
教
材
・指
導
の
手
引
きを
活
用
し、

学
校
に
お
け
る
実
証
を
通
じた
指
導
モデ
ル
を
開
発
し、
教
育
機
関
へ
普

及
・展
開
等
を
図
る
。

※
上
記
の
ほ
か
、教
育
職
員
等
・教
職
課
程
を履
修
す
る
学
生
に
対
す
る
研
修
及
び
啓

発
の
た
め
の
動
画
や
、教
育
職
員
等
が
生
命
(い
の
ち
)の
安
全
教
育
教
材
を授
業
で
活

用
で
きる
よう
指
導
用
動
画
を、
令
和
３
年
度
中
に
作
成
・提
供
予
定
。

Ⅲ
.学
校
の
相
談
体
制
に
関
す
る
取
組

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
等
相
談
体
制
の
充
実
9,
78
4百
万
円
（
7,
21
6百
万
円
）

児
童
生
徒
の
保
護
及
び
支
援
の
た
め
、児
童
生
徒
の
心
理
及
び
福
祉
に
関
して
専
門
的
な
知
識
等
を
有
す
る
者
に
よ
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
。

※
教
育
行
政
に
係
る
法
務
相
談
体
制
（
い
わ
ゆ
る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
）
の
充
実
に
関
す
る
支
援
も
引
き
続
き実
施
（
地
方
財
政
措
置
）
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緊
急
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
活
用
事
業

令
和
4年
度
要
求
・要
望
額

16
.7
億
円

（
前
年
度
予
算
額

17
.5
億
円
）

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

・
心
の
ケ
ア
に
資
す
る
た
め
の
支
援
活
動
事
業

公
認
心
理
師
、
臨
床
心
理
士
、
精
神
科
医
等

社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
等

心
の
ケ
ア
・
助
言
・
援
助
等
及
び

新
た
な
課
題
へ
の
対
応

○
被
災
した
児
童
生
徒
等
の
心
の
ケ
ア
や
、教
職
員
等
へ
の
助
言
・援
助
、学
校
教
育
活
動
の
復
興
支
援
、福
祉
関
係
機
関
との
連
携
調
整
等

様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
等
を活
用
す
る
経
費
を支
援
す
る
。

※
平
成
２
３
～
２
７
年
度
は
、委
託
費
とし
て
実
施
。平
成
２
８
年
度
か
らは
、従
来
の
委
託
費
の
方
式
を
改
め
、新
た
に
国
庫
補
助
の
事
業
を
創
設
す
る
とと
も
に
、ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
等
を

学
校
等
で
活
用
す
る
な
ど、
被
災
した
児
童
生
徒
等
の
心
の
ケ
ア
に
資
す
る
取
組
を
中
心
とし
た
事
業
とし
て
い
る
。

被
災
地
域
等

児
童
生
徒
等

保
護

者

地
域

関
係

機
関

教
職

員

小
・中
・高
等
学
校
等

報
酬
、期
末
手
当
等

被
災
自
治
体

国
１
０
／
１
０

補
助
割
合

補
助
対
象
経
費

対
象
校
種

実
施
主
体
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